
令
和
２
年
度
　
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
　
講
習
テ
キ
ス
ト
（
　
技
　
術
　
編
　
）　
　【
福
岡
会
場
】

公
益
社
団
法
人
　
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
推
進
協
会

公益社団法人　全国豊かな海づくり推進協会

令和２年度
水産多面的機能発揮対策講習会
講習テキスト（技術編）

【福岡会場】

2020 年 9 月 17 ～ 18 日

福岡県中小企業振興センター

（福岡県福岡市博多区吉塚本町９－１５）

水産庁委託事業



目   次 

 

１ プログラム ······························· 1 

２ 出席者名簿 ······························· 3 

３ 干潟部会 ································· 7 

 ①底質改善、稚貝の確保、食害等の対策 ······· 7 

②参加活動組織活動実績資料 ················ 25 

１）甲賀地区景観環境保全会 ·············· 25 

２）博多湾環境保全伊崎作業部会 ·········· 27 

３）中津干潟を元気にする会 ·············· 31 

４ 藻場部会 ································ 35 

 ①磯焼け対策について ······················ 35 

 ②参加活動組織活動実績資料 ················ 59 

  １）崎生態系保全活動グループ ············ 59 

  ２）甲賀地区景観環境保全会 ·············· 62 

  ３）博多湾環境保全伊崎作業部会 ·········· 64 

  ４）糸島磯根漁場保全協議会 ·············· 68 

  ５）玄界灘を美しくする会 ················ 70 



  ６）舘浦藻場再生協議会 ·················· 73 

  ７）郷ノ浦地区活動組織 ·················· 76 

  ８）勝本地区活動組織 ···················· 78 

  ９）壱岐東部地区活動組織 ················ 80 

５ サンゴ礁部会 ···························· 81 

 ①サンゴ礁部会 資料 ······················ 81 

 ②参加活動組織活動実績資料 ················ 89 

  １）甲賀地区景観環境保全会 ·············· 89 

６ 内水面部会 ······························ 91 

 ①地元の団体・組織との連携について 

     参考にしてほしいこと ·············· 91 

 ②参加活動組織活動実績資料 ················ 95 

  １）別府川をきれいにする会 ·············· 95 

  ２）万之瀬川振興会 ······················ 97 

７ 活動記録支援アプリモニター募集について ··· 101 



 
 

１ プログラム 

 

第 1 日目 9 月 17 日木曜日 
第１部 干潟部会 ４０１会議室 

9：00 開場 

9：30～9：45 

9：45～10：30 

10：30～12：00 

 

 

 

12：00～13：00 

開会 オリエンテーション 

事業全体講習 事業概要、運営編等 

干潟等の保全について 

コーディネーター吉田司氏 

事例紹介、モニタリング手法等について 

質疑応答、意見交換 

個別相談 ４０１会議室 

 

第 2 部 藻場部会 ホール 

12：30 開場 

13：00～13：15 

13：15～14：45 

 

 

 

14：45～15：30 

15：30～16：30 

開会 オリエンテーション 

藻場の保全について 

コーディネーター南里海児氏 

事例紹介、モニタリング手法等について 

質疑応答、意見交換 

事業全体講習 事業概要、運営編等 

個別相談 ホール 

 

第２日目 9 月 18 日金曜日 
第３部 サンゴ礁部会 ４０１Ａ会議室 

9：00 開場 

9：30～9：45 

9：45～10：30 

10：30～12：00 

 

 

 

12：00～13：00 

開会 オリエンテーション 

事業全体講習 事業概要、運営編等 

サンゴ礁部会 

コーディネーター岩瀬文人氏 

事例紹介、モニタリング手法等について 

質疑応答、意見交換 

個別相談 ４０１Ａ会議室 

   

第 4 部 内水面部会 ４０１Ｂ会議室 

12：30 開場 

13：00～13：15 

13：15～14：45 

 

 

 

14：45～15：30 

15：30～16：30 

開会 オリエンテーション 

内水面生態系の保全 

コーディネーター稲田善和氏 

事例紹介、モニタリング手法等について 

質疑応答、意見交換 

事業全体講習 事業概要、運営編等 

個別相談 ４０１Ｂ会議室 
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２ 出席者名簿 
 

第１部 干潟部会 

 

都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織 個別相談

1 青森県 高橋　光雄 青森県水産多面的機能発揮対策地域協議 協議会 無

2 三重県 金丸　雄一 甲賀地区景観環境保全会 活動組織 無

3 滋賀県 関　慎介 滋賀県農政水産部水産課 行政 無

4 島根県 悦喜　達也 島根県水産課 行政 無

5 島根県 原　颯太郎 島根県水産課 行政 無

6 広島県 高井　美佳 広島県廿日市市農林水産課 行政 無

7 山口県 永井　英治 下関市豊浦総合支所建設農林水産課 行政 無

8 山口県 東　幹也 下関市水産振興課 行政 無

9 山口県 山下　裕太郎 下関市水産振興課 行政 無

10 福岡県 上道　奈瑠実 国際航業株式会社 その他 無

11 福岡県 宮司　翔平 福岡県福岡市農林水産局水産振興課 行政 無

12 福岡県 福澄　賢二 福岡県環境・生態系保全対策地域協議会 協議会 無

13 福岡県 園　拓朗 福岡県農林水産部水産局漁業管理課 行政 無

14 福岡県 神田　雄輝 福岡県水産海洋技術センター その他 無

15 福岡県 溝口　直哉 福岡県豊前海区環境・生態系保全対策地域協議会 協議会 無

16 福岡県 半田　孝之 博多湾環境保全伊崎作業部会 活動組織 無

17 福岡県 小林　克広 博多湾環境保全伊崎作業部会 活動組織 無

18 福岡県 小森　政徳 博多湾環境保全伊崎作業部会 活動組織 無

19 福岡県 横山　一男 博多湾環境保全伊崎作業部会 活動組織 無

20 福岡県 小森　一明 博多湾環境保全伊崎作業部会 活動組織 無

21 福岡県 森　穣司 博多湾環境保全伊崎作業部会 活動組織 無

22 福岡県 中村　光次 博多湾環境保全伊崎作業部会 活動組織 無

23 佐賀県 清家　麻衣子 佐賀県環境・生態系保全対策地域協議会 協議会 無

24 佐賀県 石盛　沙織 唐津市水産課 行政 無

25 長崎県 楠本　奈津子 大村市農林水産振興課 行政 無

26 長崎県 井山　浩太朗 大村市農林水産振興課 行政 無

27 長崎県 原　洋一 県北水産業普及指導センター 行政 無

28 長崎県 岡座　輝雄 県北水産業普及指導センター 行政 無

29 長崎県 瀧川　徳臣 諫早市林務水産課 行政 無

30 長崎県 中里　圭祐 諫早市林務水産課 行政 無

31 長崎県 山口　功 県南水産業普及指導センター 行政 無

32 大分県 永井　真二郎 大分県漁業協同組合 漁連・漁協 無

33 大分県 西田　和輝 大分県漁業協同組合 漁連・漁協 無

34 大分県 矢野　奈津李 中津干潟を元気にする会 活動組織 無

35 宮崎県 上ノ川　雄介 宮崎県漁業協同組合連合会 漁連・漁協 無

36 鹿児島県 上村　健 鹿児島県水産振興課 行政 無

37 鹿児島県 市耒　拓海 鹿児島県水産技術開発センター その他 無

38 サポート専門家 石田　和敬 サポート専門家 専門家事務局等

39 コーディネーター 吉田　司 サポート専門家 専門家事務局等

40 水産庁 城崎　和義 漁港漁場整備部計画課　課長補佐 専門家事務局等

41 水産庁 鈴木　一起 漁港漁場整備部計画課　保全活動支援係長 専門家事務局等

42 土木センター 安藤　亘 専門技術員 専門家事務局等

43 水土舎 松永 紗弥 専門家事務局等

44 事務局 岩橋　好敏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

45 事務局 小迫　智宏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等
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第２部 藻場部会 

 
 

都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織 個別相談

1 青森県 高橋　光雄 青森県水産多面的機能発揮対策地域協議 協議会 無

2 福井県 紺田　昌二 崎生態系保全活動グループ 活動組織 無

3 三重県 金丸　雄一 甲賀地区景観環境保全会 活動組織 無

4 島根県 悦喜　達也 島根県水産課 行政 無

5 島根県 原　颯太郎 島根県水産課 行政 無

6 山口県 永井　英治 下関市豊浦総合支所建設農林水産課 行政 無

7 山口県 東　幹也 下関市水産振興課 行政 無

8 山口県 山下　裕太郎 下関市水産振興課 行政 無

9 福岡県 上道　奈瑠実 国際航業株式会社 その他 無

10 福岡県 宮司　翔平 福岡県福岡市農林水産局水産振興課 行政 無

11 福岡県 堤　卓也 福岡県福岡市農林水産局水産振興課 行政 無

12 福岡県 福澄　賢二 福岡県環境・生態系保全対策地域協議会 協議会 無

13 福岡県 井浦　悠輔 新宮町産業振興課 行政 無

14 福岡県 園　拓朗 福岡県農林水産部水産局漁業管理課 行政 無

15 福岡県 神田　雄輝 福岡県水産海洋技術センター その他 無

16 福岡県 森　穣司 博多湾環境保全伊崎作業部会 活動組織 無

17 福岡県 中村　光次 博多湾環境保全伊崎作業部会 活動組織 無

18 福岡県 藤　利治 糸島磯根漁場保全協議会 活動組織 無

19 福岡県 松隈　徹 糸島磯根漁場保全協議会 活動組織 無

20 福岡県 竹尾　晃子 糸島市農林水産課 行政 無

21 佐賀県 清家　麻衣子 佐賀県環境・生態系保全対策地域協議会 協議会 無

22 佐賀県 石盛　沙織 唐津市水産課 行政 無

23 佐賀県 坂本　一平 佐賀玄海漁業協同組合肥前支所 漁連・漁協 無

24 佐賀県 山岡　啓輔 佐賀玄海漁業協同組合鎮西統括支所 漁連・漁協 無

25 佐賀県 袈裟丸　彰蔵 佐賀玄海漁業協同組合鎮西統括支所 漁連・漁協 無

26 佐賀県 浪口　志郎 玄界灘を美しくする会 活動組織 無

27 長崎県 中山　沙緒里 長崎市水産振興課 行政 無

28 長崎県 楠本　奈津子 大村市農林水産振興課 行政 無

29 長崎県 井山　浩太朗 大村市農林水産振興課 行政 無

30 長崎県 森　敬良 舘浦藻場再生協議会 活動組織 無

31 長崎県 柳原　一満 舘浦藻場再生協議会 活動組織 無

32 長崎県 原　洋一 県北水産業普及指導センター 行政 無

33 長崎県 岡座　輝雄 県北水産業普及指導センター 行政 無

34 長崎県 原　龍文 五島市水産課 行政 無

35 長崎県 大山　貴之 平戸市農林水産部水産課 行政 無

36 長崎県 瀧川　徳臣 諫早市林務水産課 行政 無

37 長崎県 中里　圭祐 諫早市林務水産課 行政 無

38 長崎県 長尾　康隆 壱岐市水産課 行政 無

39 長崎県 山仲　洋紀 郷ノ浦地区活動組織 活動組織 無

40 長崎県 平間　多一 郷ノ浦地区活動組織 活動組織 無

41 長崎県 土肥　栄幸 勝本地区活動組織 活動組織 無

42 長崎県 平田　博昭 壱岐東部地区活動組織 活動組織 無

43 長崎県 長岡　裕樹 壱岐東部地区活動組織 活動組織 無

44 長崎県 山口　功 県南水産業普及指導センター 行政 無

45 大分県 永井　真二郎 大分県漁業協同組合 漁連・漁協 無
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第３部 サンゴ礁部会 

 
 

 

 

 

 

  

談相別個織組）等名織組動活（属所名氏県府道都

無協漁・連漁合組同協業漁県分大輝和　田西県分大64

無協漁・連漁会合連合組同協業漁県崎宮介雄　川ノ上県崎宮74

無政行課興振産水県島児鹿健　村上県島児鹿84

49 鹿児島県 市耒　拓海 鹿児島県水産技術開発センター その他 無

無政行市根久阿樹直　石大県島児鹿05

無政行市根久阿輔雄　永松県島児鹿15

等局務事家門専家門専トーポサ敬和　田石家門専トーポサ25

等局務事家門専家門専トーポサ泰　嶋中家門専トーポサ35

等局務事家門専家門専トーポサ児海　里南ーターネィデーコ45

55 水産庁 城崎　和義 漁港漁場整備部計画課　課長補佐 専門家事務局等

56 水産庁 鈴木　一起 漁港漁場整備部計画課　保全活動支援係長 専門家事務局等

等局務事家門専役長課　部政漁紀亜　瀬片連漁全75

等局務事家門専員究研任主　部究研査調暢　山完ータンセ木土85

等局務事家門専員術技門専亘　藤安ータンセ木土95

60 水土舎 松永 紗弥

61 事務局 岩橋　好敏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

62 事務局 小迫　智宏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

談相別個織組）等名織組動活（属所名氏県府道都

無織組動活会全保境環観景区地賀甲一雄　丸金県重三1

無政行課産水県根島也達　喜悦県根島2

無政行課産水県根島郎太颯　原県根島3

無他のそ社会式株業航際国実瑠奈　道上県岡福4

5 福岡県 福澄　賢二 福岡県環境・生態系保全対策地域協議会 協議会 無

無協漁・連漁会合連合組同協業漁県崎宮介雄　川ノ上県崎宮6

7 沖縄県 島根　保 沖縄県水産業・漁村の多面的機能発揮対策地域協議会 協議会 無

無政行課産水県縄沖奎　原棚県縄沖8

等局務事家門専家門専トーポサ敬和　田石家門専トーポサ9

等局務事家門専家門専トーポサ人文　瀬岩ーターネィデーコ01

等局務事家門専佐補長課　課画計部備整場漁港漁義和　崎城庁産水11

12 水産庁 鈴木　一起 漁港漁場整備部計画課　保全活動支援係長 専門家事務局等

等局務事家門専役長課　部政漁紀亜　瀬片連漁全31

等局務事家門専員究研任主　部究研査調暢　山完ータンセ木土41

等局務事家門専員術技門専亘　藤安ータンセ木土51

16 水土舎 松永 紗弥

等局務事家門専会協進推りくづ海なか豊国全敏好　橋岩局務事71

等局務事家門専会協進推りくづ海なか豊国全宏智　迫小局務事81

等局務事家門専

等局務事家門専
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第４部 内水面部会 

 

都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織 個別相談

1 滋賀県 関　慎介 滋賀県農政水産部水産課 行政 無

2 京都府 米村　明莉 京都府農林水産部水産課 行政 無

3 兵庫県 斎藤　奈美 兵庫県内水面資源保全支援協議会 地域協議会 無

4 宮崎県 上ノ川　雄介 宮崎県漁業協同組合連合会 漁連・漁協 無

5 島根県 悦喜　達也 島根県水産課 行政 無

6 島根県 原　颯太郎 島根県水産課 行政 無

7 福岡県 福澄　賢二 福岡県環境・生態系保全対策地域協議会 協議会 無

8 佐賀県 石盛　沙織 唐津市水産課 行政 無

9 鹿児島県 出水　昭彦 別府川をきれいにする会 活動組織 無

10 鹿児島県 上村　健 鹿児島県水産振興課 行政 無

11 鹿児島県 市耒　拓海 鹿児島県水産技術開発センター その他 無

12 鹿児島県 小薗　義文 万之瀬川振興会 活動組織 無

13 鹿児島県 中島　義博 万之瀬川振興会 活動組織 無

14 サポート専門家 林　紀男 サポート専門家 専門家事務局等

15 サポート専門家 崎長　威志 サポート専門家 専門家事務局等

16 コーディネーター 稲田　善和 サポート専門家 専門家事務局等

17 水産庁 染川　洋 増殖推進部栽培養殖課　課長補佐 専門家事務局等

18 水産庁 城崎　和義 漁港漁場整備部計画課　課長補佐 専門家事務局等

19 水産庁 鈴木　一起 漁港漁場整備部計画課　保全活動支援係長 専門家事務局等

20 全内 御手洗　真二 課長役 専門家事務局等

21 土木センター 安藤　亘 専門技術員 専門家事務局等

22 水土舎 松永 紗弥 専門家事務局等

23 事務局 岩橋　好敏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

24 事務局 小迫　智宏 全国豊かな海づくり推進協会 専門家事務局等

【福岡会場】 内水面部会出席者名簿
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ア
サ

リ
資

源
を
減

少
さ
せ

る
主

な
要

因

4

主
要

産
地

に
お
け
る
ア
サ

リ
漁

獲
量

の
推

移

農
林
水
産
省
統
計
情
報
部
お
よ
び
財
務
省
貿
易
統
計
資
料

3

埋
め
立
て
、
乱
獲
、
貧
酸
素

食
害
、
病
害
、
高
温
化

第
Ⅰ
期
減
少
期

第
Ⅱ
期
減
少
期

令
和

２
年

度
講

習
会

内
容

•ア
サ

リ
の

漁
獲

量
の

今
!!

•ア
サ

リ
の

減
少

要
因

と
増

殖
の

た
め

に

•過
年

度
か

ら
の

事
例

報
告

2


底

質
の

改
善


稚

貝
の

確
保

（
母

貝
集

団
の

造
成

）


食

害
等

の
対

策


国

民
へ

の
理

解
の

増
進

令
和

２
年

度
水

産
多

面
的

機
能

発
揮

対
策

支
援

事
業

干
潟
部
会

底
質
の
改
善
・
稚
貝
の
確
保
・
食
害
等
の
対
策

1
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

吉
田

司

３　干潟部会

①底質改善、稚貝の確保、食害等の対策

7



ア
サ
リ
増

殖
の
た
め
に
必

要
な
こ
と

8
ア
サ
リ
資
源
全
国
協
議
会

主
な
⾙
毒
原
因
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

7

ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ウ
ム
・
タ
マ
レ
ン
セ

ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ウ
ム
・
カ
テ
ネ
ラ

警
戒
密
度
︓
海
⽔
１
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

当
た
り
10
細
胞

警
戒
密
度
︓
海
⽔
１
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

当
た
り
50
0細

胞

貝
毒

•採
れ
た
ア
サ
リ
を
家
で
調
理
す
る
際
に
、
気
を
付
け
な
け

れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
「
貝
毒
」
で
す
。

•一
般
的
に
「
貝
に
あ
た
る
」
と
い
う
症
状
は
貝
毒
に
よ
る
食

中
毒
が
そ
の
原
因
の
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

•貝
毒
と
は
、
貝
が
海
水
中
の
有
毒
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
捕
食
し
、

体
内
に
毒
素
を
貯
め
込
む
こ
と
に
よ
り
発
生
し
ま
す
。
毒

素
は
加
熱
処
理
を
し
て
も
毒
性
が
消
え
る
こ
と
は
な
い
た

め
、
加
熱
調
理
し
て
食
べ
た
場
合
で
も
発
症
し
ま
す
。

•潮
干
狩
り
に
行
か
れ
る
方
は
、
ニ
ュ
ー
ス
に
注
意
す
る
と

と
も
に
、
地
元
漁
協
が
管
理
し
て
い
る
潮
干
狩
り
場
が
安

全
と
思
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
府
県
の
水
産
試
験
場
あ
る
い

は
水
産
担
当
部
局
に
照
会
す
る
と
良
い

6

病
害

5

M
at

su
ya

m
a 

F
is

h
 P

at
h
o
lo

gy
，

4
 5

 (
2
)，

7
7
-
7
9
，

2
0
 1

0
. 
6

京
都

府
立

海
洋

セ
ン

タ
ー

季
報

第
9
7
号

2
0
0
9

ブ
ラ

ウ
ン

リ
ン

グ
病

パ
ー

キ
ン

サ
ス

属
原

虫
の

前
遊

走
子

嚢
（
青

色
）

8



６
月
中
旬
の
小
潮
辺
り
で
実
施
、
単
粒
度
７
号
砕
石
（
2
.
5
～
5
 
m
m
）
を

使
用
（
漁
場
で
想
定
さ
れ
る
最
大
波
力
で
流
さ
れ
な
い
砕
石
）

砕
石
を
覆
砂
す
る
こ
と
で
ア
サ
リ
が
留
ま
り
や
す
い
環
境
を
作
る

12

船
橋

市
漁

協
活

動
グ

ル
ー

プ
千
葉
県
（
平
成
2
9
年
）

11

浮
遊
堆
積
物
の
除
去

干
潟
面
の
耕
う
ん

干
潟

の
環

境
を
改

善
す
る
た
め
に

客
土

底
質

の
改

善

10

過
年

度
か

ら
の

事
例

報
告

干
潟

の
保

全
活

動

9

活
動
の
区
分

活
動
の
内
容

活
動
の
区
分

活
動
の
内
容

場
の
保
全

客
⼟
（
覆
砂
）

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

⼲
潟
の
形
状
や
環
境

砂
の
移
動
防
⽌

⽣
物
現
存
量

海
底
耕
う
ん

漁
場
と
し
て
の
利
⽤
、
社
会
背
景

死
殻
の
除
去

普
及
啓
発

広
報

流
域
に
お
け
る
植
林

体
験
学
習
等
の
実
施

浮
遊
・
堆
積
物
の
除
去

⼀
般
市
⺠
と
の
連
携

種
の
保
全

保
護
区
域
の
設
定

意
識
向
上

⼲
潟
保
全
の
研
修
会

機
能
発
揮
の
た
め
の
⽣
物
移
植

専
⾨
家
と
の
懇
談
会

稚
⾙
等
の
沈
着
促
進

先
進
事
例
の
視
察

稚
⾙
の
移
動
分
散
、
密
度
管
理

そ
の
他
特
認
活
動

機
能
低
下
を
招
く
⽣
物
の
除
去

活
動
の
効
果
促
進
に
資
す
る
活
動

⺟
⾙
の
確
保

活
動
に
よ
り
⽣
じ
た
廃
棄
物
の
利
活
⽤

9



平
成

2
9
年

ア
サ

リ
１

年
貝

分
布

密
度

（
個

/
㎡

）

過
去

に
客

土
実

施

客
土

し
た

場
所

は
、

稚
貝

発
生

良
好

！
！

客
土

効
果

の
事

例
火

散
布

沼
（

ヒ
チ
リ
ッ
プ
）
干

潟
を

保
全

す
る

会
（

北
海

道
） 16

活
動

の
成

果

砕
石

区
で

は
近

年
漁

獲
が

低
迷

し
て

い

る
ア

サ
リ

の
定

着
が

確
認

で
き

た
。

砕
石

に
よ

る
覆

砂
は

ア
サ

リ
の

波
浪

等
に

よ
る

減
耗

対
策

に
な

る
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

に
向

け
て

規
模

を
拡

大
し

今
後

も
継

続
し

て
実

施
し

、
全

国
的

に
漁

獲
が

低
迷

し
て

い
る

ア
サ

リ
の

資
源

回
復

の
一

助
と

な
る

よ
う

、
引

き
続

き
砕

石
覆

砂
の

効
果

検
証

を
進

め
て

い
き

た
い

。
15

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
（
採

泥
調

査
）

ア
サ

リ
重

量

砕
石
区
の
ア
サ
リ
重
量
は
対
照
区
と
比
べ
て
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る

14

実
施

状
況

（
令

和
元

年
度

）

漁
場
の
砕
石
実
施
場
所
の
様
子

警
戒
船
を
配
置

13

10



耕
う

ん
の

効
果

小
川

原
湖

地
区

漁
場

保
全

の
会

成
果

20

耕
う

ん
の

効
果

小
川

原
湖

地
区

漁
場

保
全

の
会

科
学
的
指
標

7月
中
旬
か
ら
8月

下
旬
に
か
け
て
2週

間
に
一
度
の
頻
度
で
耕
う
ん

対
策

19

耕
う

ん
の

効
果

課
題
の
整
理

小
川

原
湖

地
区

漁
場

保
全

の
会

18

カ
キ
殻

な
ど
二

枚
貝

の
貝

殻
を
利

用
し
た
底

質
改

良
技

術
岡

山
県

17

11



2
4

稚
貝

の
沈

着
促

進
（

大
野

方
式

）
広

島
県

前
潟

干
潟

研
究

会

2
3

稚
貝

の
沈

着
促

進

稚
貝
沈
着
促
進

漁
場
と
稚
貝
の
保
護
網

2 
m50
 m

35
 m

m
以
上
を
漁
獲

広
島

県
前

潟
干

潟
研

究
会

干
潟
の
全
景


大
野
方
式
に
よ
る
稚
貝
の
確
保


中
期
目
標
；
年
間
稚
貝

40
0万

個


網
袋

1万
袋
の
設
置


新
た
な
稚
貝
集
積
場
の
発
見
（
2ヶ

所
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）


平
成

29
年
度
以
降

3年
間
に
亘
り
、
20

0万
個
の
実
績

22

三
河

湾
豊

川
河

口
の

稚
貝

採
捕

場

稚
貝

の
確

保

21

過
年

度
か

ら
の

事
例

報
告

12



海
水

池
で
の

ア
サ

リ
種

苗
人

工
生

産
技

術
山
口
県

28

山
口
県
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
の
海
水
池
（
大
型
試
験
池
）

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

の
効

率
化

27

⇒
ア
サ

リ
メ
ジ
ャ
ー
の

利
用

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

の
効

率
化

26
2
5

稚
貝

の
沈

着
促

進
（

採
苗

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

）
広

島
県

前
潟

干
潟

研
究

会

13



種
苗

生
産

施
設

で
の

餌
料

培
養

三
重

県
赤

須
賀

漁
協

青
壮

年
部

研
究

会
種

苗
生

産
施

設

飼
育

水
槽

赤
須

賀
産

親
ハ

マ
グ
リ

31


生
産
さ
れ
た
人
工
稚
貝
は
、
共
同
漁
業
権
区
域
内
に
お
い
て

放
流
し
な
が
ら
母
集
団
を
造
成
す
る
こ
と
を
条
件
に
県
内
の

漁
協
に
無
償
で
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。


保
護
区
域
内
で
は
母
集
団
を
健
全
に
維
持
す
る
た
め
、
毎
年

3
0
 
㎜
以
上
の
成
貝
を
間
引
き
・
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。


こ
の
取
り
組
み
は
2
0
1
0
年
か
ら
本
格
的
に
始
ま
り
、
現
在
は

県
内
2
8
地
域
に
あ
わ
せ
て
3
0
,
1
1
0
 
㎡
の
被
覆
網
面
積
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。


こ
う
し
た
母
集
団
に
よ
る
再
生
産
や
間
引
き
漁
獲
に
よ
っ
て

山
口
県
の
ア
サ
リ
は
増
加
傾
向
に
転
じ
た
よ
う
で
す
。

種
苗

人
工

生
産

技
術

の
結

果
山

口
県

30

ア
サ

リ
稚

貝
生

産
単

価
の

比
較

29

曳
走

式
噴

流
ジ
ョ
レ
ン
に
よ
る
ア
サ

リ
稚

貝
の

回
収

14



赤
須
賀
産
の
親
ハ
マ
グ
リ

→
産
卵
中
の
濁
っ
た
水
槽

→
受
精
卵
が
分
割
中

Ｄ
型
浮
遊
幼
生

0
.0
8
ｍ
ｍ

→
殻
長
１
ｍ
ｍ
の
稚
貝

→
約
１
ｃ
ｍ
に
成
長
し
た
稚
貝

(生
ま
れ
て
２
週
間
程
は
こ
ん
な
形
）

(８
月
～
９
月
)

（
１

１
月

）

実
際

の
種

苗
生

産
の

流
れ

ハ
マ

グ
リ

の
初

期
生

態

１
㎝

ハ
マ

グ
リ

種
苗

生
産

・
放

流

飼
育

水
槽

放
流

用
ハ

マ
グ
リ
稚

貝

ハ
マ

グ
リ

種
苗

生
産

・
放

流
の

取
組

飼
育

場

赤
須

賀
漁

協
の

種
苗

生
産

施
設

恒
温

室

15



40

ナ
ル
ト
ビ
エ
イ
の
顎
歯

ナ
ル
ト
ビ
エ
イ

Ae
to
ba

tu
sf
la
ge

llu
m

ナ
ル
ト
ビ
エ
イ
の
食
害
跡

ナ
ル
ト
ビ
エ
イ

食
害

等
の

対
策

39

過
年

度
か

ら
の

事
例

報
告

赤
須

賀
地

区

➢
ア
サ

リ
や

ハ
マ
グ
リ
等

の
有

用
二

枚
貝

の
資

源
量

調
査

及
び
環

境
調

査
を

組
織

メ
ン
バ

ー
の

青
壮

年
部

で
実

施

年
２
回

、
干

潟
と
そ
の
周

辺
の
計

２
２
地

点
で
、
貝

類
の
個

数
と
殻

長
、
粒

度
組

成
、
強

熱
減

量
を
三

重
県

水
産

研
究

所
の
機

材
等

を
借

り
て
自

分
た
ち
で
行

っ
て
い
る
。

→
今

年
は
、
ハ
マ
グ
リ
稚

貝
が
多

く
発

生
！

！

02040608010
0

H2
1

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

個
/
m
2

長
島

干
潟

（
ハ

マ
グ
リ
生

息
密

度
）

02040608010
0

H2
1

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

％
長

島
干

潟
（
粒

度
組

成
）

泥
(＜

0.
06

3)
極
細
砂

(0
.0
63

‐0
.1
25

)
細
砂

(0
.1
25

‐0
.2
5)

中
砂

(0
.2
5‐
0.
5)

ハ
マ

グ
リ

稚
貝

の
放

流

16



生
物

の
除

去
（

ナ
ル

ト
ビ

エ
イ

）

44

囲
い
網
の
設
置

あ
い
ら
藻
場
・
干
潟
再
生
協
議
会

43

ナ
ル

ト
ビ

エ
イ

の
捕

獲
状

況

水
産

技
術

，
5
（
1
）
，
5
7
‒
6
6
，
2
0
1
2

ナ
ル
ト
ビ
エ
イ
に
よ
る
ア
サ
リ
に
対
す
る
食
害
の
防
除
策 42

41

17



生
物

の
除

去
（

腹
足

類
）

48

川
口

二
枚

貝
保

全
活

動
組

織
（
熊

本
県

熊
本

市
）

ア
サ
リ
・
ハ
マ
グ
リ

漁
獲
量
が
増
加

耕
う
ん
と

ツ
メ
タ
貝
の
除
去

継
続
的
な
除
去
活
動

と
管
理
が
必
要
。

ナ
ル
ト
ビ
エ
イ
等
の

食
害
防
止

支
柱

20
～

30
 ｃ
ｍ

間
隔
で
保
護
区
を

取
り
囲
む

耕
う
ん
・
ツ
メ
タ
ガ
イ
駆
除

網
袋
と
被
覆
網
を

活
用
し
た
稚
貝
等
の

沈
着
促
進

保
護
区
を
取
り
囲
む
支
柱

網
袋

1,
50

0袋
か
ら

約
50

 ㎏
の
ア
サ
リ

一
袋
に
平
均

30
個

費
用
対
効
果

47

食
害

種
を
食

す
ク
ロ
ダ
イ

生
物

の
除

去
（

魚
類

）

46

伊
勢

干
潟

保
全

会
（
三

重
県

伊
勢

市
）


ケ
ア
シ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
の
設
置
・
・
・
・7

40
袋
、
0.
8‐
1 
kg


海
苔
網
敷
設
に
よ
る
ア
サ
リ
稚
貝
の
着
底
や
生
存
率
の
向

上
・
・
・
・
・
・
・
・
母
貝
の
保
護
、
食
害
、
密
漁
防
止

生
物

の
除

去
（

ク
ロ

ダ
イ

）

・
網
袋
が
破
ら
れ
る
問
題
が
発
生
、
鹿
児
島
大
学
水
産
学
部
の
江
幡
先
生
に
相
談

・
イ
ン
タ
ー
バ
ル
カ
メ
ラ
を
用
い
た
観
察
結
果
か
ら
、
ク
ロ
ダ
イ
や
キ
チ
ヌ
が
ア
サ
リ

を
食
べ
る
た
め
に
、
網
袋
を
破
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明

・
網
袋
上
に
被
覆
網
を
張
り
、
保
護
す
る
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
、
対
策
を
図
る
こ

と
に
し
た
。

あ
い
ら
藻
場
・
干
潟
再
生
協
議
会

45

18



横
浜
市
に
お
け
る
ア
オ
サ
回
収
方
法
と
実
績

そ
の
他
の
回
収
方
法

•
バ
キ
ュ
ー
ム
法

•
ア
オ
サ
専
用
回
収
船

•
投
網
法

•
人
海
戦
術
法

et
c.

52

カ
イ

ヤ
ド

リ
ウ

ミ
グ

モ
の

除
去

方
策

チ
ェ

ー
ン

曳
き

器
具

（
A

，
B

）
，

ネ
ッ

ト
曳

き
器

具
（
C

）
，

H
2
1
 千

葉
県

水
産

総
合

研
究

セ
ン

タ
ー

51

駆
除

試
験

の
作

業
図

（
D

）

カ
イ

ヤ
ド

リ
ウ

ミ
グ

モ
N
ym

ph
on

el
la
 ta

pe
tis

50

生
物

の
除

去
（

ヒ
ト

デ
類

）
火

散
布

沼
（

ヒ
チ

リ
ッ

プ
）

干
潟

を
保

全
す

る
会

（
北

海
道

）

49
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○
長

所
•

ア
サ
リ
稚
貝
の
発
生
が
多
い
場
所
で
は
、
設
置
す
る
こ
と
で
広
範

囲
に
大
量
の
ア
サ
リ
を
保
護

す
る
こ
と
が
可
能
。

•
単
位
面
積
当
た
り
の
コ
ス
ト
が
比
較
的
安
価
で
あ
る
。

×
短

所
•

規
模
を
大
き
く
す
る
と
管
理
に
人
数
が
必
要

。
•

網
の
張
り
っ
ぱ
な
し
は
加
入
阻
害
、
底
質
悪
化
の
懸
念
あ
り
。

•
稚
貝
が
発
生
し
て
い
な
い
所
で
は
被
覆
網
設
置
の
効
果
薄

。
•

浮
か
せ
区
で
は
、
鳥
に
よ
る
食
害
が
発
生

活
動

状
況

・
・
・
被

覆
網

の
試

験
的

設
置

直
貼
り
に
よ
る
規
模
の
拡
大
に
よ
っ
て
さ
ら
に
効
果
を
あ
げ
る

こ
と
が
可
能
！

56

熊
本

県
鏡

町
あ
さ
り
活

動
の

実
績

鏡
地
区
で
の
多
面
的
事
業
で
の
取
組
み
概
要

年
度

耕
耘

稚
貝
放
流

駆
除

網
袋

被
覆
網

平
成
２
５
年

○
○

○

平
成
２
６
年

○
○

○
○

平
成
２
７
年

○
○

○
○

平
成
２
８
年

○
○

○

平
成
２
９
年

○
○

○

平
成
３
０
年

○
○

○

令
和
元
年

○
○

○

55

54
53
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被
覆

網
の

下
…

平
均

9
7
2
個

／
ｍ

²

一
分

貝
以

上
の

ア
サ

リ
(
2
0
1
9
年

4
月

調
査

)

網
無

の
箇

所
…

平
均

5
個

／
ｍ

²

被
覆

網
効

果
の

確
認

（
ア
サ

リ
生

息
数

）

60
59

活
動

状
況

・
・
・
被

覆
網

の
大

規
模

展
開

（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）

58

環
境
改
善
を
目
的
と
し
た
被
覆
網
の
設
置

港
区

地
先

（
現

在
の

張
り

込
み

面
積

は
約
2万

平
方

メ
ー

ト
ル

）

57

活
動

状
況

・
・
・
被

覆
網

の
大

規
模

展
開

20
16
年
、
2m
×
50
m×

10
0枚

=1
万
平
方
メ
ー
ト
ル
設
置

局
所
的
に
稚
貝
が
発
生
し
や
す
い
場
所
に
設
置
。

将
来
的
に
大
規
模
な
母
貝
場
と
な
れ
ば
、
八
代
海
全
体
の

ア
サ
リ
稚
貝
の
供
給
地
と
な
る
こ
と
を
期
待
!!
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64

ま
と
め


ア
サ
リ
の
保
護
・
育
成
技
術
は
集
積
さ
れ
て
い
る
。


た
と
え
ば
、
被
覆
網
、
囲
い
網
等
に
よ
る
食
害
防
止
、
袋
網

に
よ
る
天
然
採
苗
、
耕
う
ん
、
砕
石
等
の
客
土
、
母
貝
団
地

と
し
て
の
垂
下
養
殖
の
利
用
等
が
あ
る
。


こ
れ
ら
の
技
術
を
地
域
や
漁
業
者
の
事
情
に
合
わ
せ
て
選

択
し
、
適
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。


し
か
し
、
就
業
者
の
減
少
、
高
齢
化
に
よ
り
、
人
材
の
確
保
が

困
難
と
な
っ
て
い
る
。


そ
の
た
め
、
国
民
へ
の
理
解
の
増
進
、
次
世
代
へ
の
教
育
・

学
習
が
必
要
で
あ
る
。


ま
た
、
目
的
の
共
有
に
は
漁
業
ＩＣ

Ｔ
や
知
識
の
ト
ラ
ン
ス
レ
ー

タ
ー
と
し
て
普
及
員
の
活
用
が
重
要
で
あ
る
。

63

ア
サ
リ
減

少
の
要

因
は
今

も
働

き
続

け
て
い
る


減
少
要
因
が
取
り
除
か
れ
れ
ば
、
ア
サ
リ
資
源
は
回
復
す
る
。


回
復
傾
向
が
み
ら
れ
る
地
域
も
あ
る
。


し
か
し
、
全
体
的
に
ア
サ
リ
は
減
り
続
け
て
い
る
。


つ
ま
り
、
減
少
を
も
た
ら
す
要
因
が
働
き
続
け
て
い
る
。


あ
る
い
は
、
複
数
の
要
因
が
重
複
し
て
働
い
て
い
る
可
能
性

も
あ
る
。

62

ヤ
マ

ト
シ

ジ
ミ

の
保

全
活

動
生

花
苗

(お
い
か

ま
な
い
)シ

ジ
ミ
保

存
会

（
北

海
道

）

年
に
一
度
の
漁
獲
、
こ
こ
ま
で
大
き
く
な
り
ま
す

61

被
覆

網
袋

網

利
点

一
定
の
採
苗
効
果
あ
り

広
範
囲
の
保
護

よ
り
高
い
保
護
効
果

回
収
作
業
の
省
力
化

課
題

稚
貝
の
回
収
作
業
に
手
間

定
期
的
な
管
理
が
必
要

効
果
を
高
め
る
工
夫
が
必
要

定
期
的
な
管
理
が
必
要

利
用
場
所

種
場
と
漁
場
が
一
体
な
っ
た

干
潟

種
場
と
漁
場
が
分
か
れ
て
い
る

干
潟

被
覆
網
と
袋
網
の
技
法
比
較

22



教
育

・学
習

「紙
芝

居
」案

○
○

(地
名

)の
干

潟
は
み
ん
な
の

た
か
ら
も
の
！

○
年
○
月
○
日

○
○
小
学
校

干
潟
の
学
習
会

○
○
地
区
○
○
活
動
組
織

68

国
民
の
理
解
の
増
進
に
向
け
て

67

同
じ
貝
は
ど
れ
？

こ
れ
か
な
？

ひ
っ
く
り
返
す
と
同
じ
絵
！

貝
が
ら
も
ぴ
っ
た
り
合
う
！

正
解
は
？

貝
殻
に
よ
る
神
経
衰
弱
（c
on

ce
nt
ra
tio

n 
ga
m
e）

遊
び
方

66

干
潟
観
察
会

出
前
授
業

赤
須

賀
漁

業
協

同
組

合
青

壮
年

部
研

究
会

広
島

県
東

部
ア
サ
リ
協

議
会

浦
島

地
区

干
潟
の
こ
と
を
も
っ
と
沢
山
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

65

干
潟

を
守

る
た
め
に
、
立

ち
上

が
り
ま
し
た
！

国
民
へ
の
理
解
の
増
進


干
潟
の
環
境
を
改
善
す
る


ア
サ
リ
を
減
少
さ
せ
る
原
因
を
減
ら
す


ア
サ
リ
の
数
を
増
や
す


干
潟
の
こ
と
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

情
報

発
信

が
必

要
で
す
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71

○
○
（地

名
）の

「た
か
ら
も
の
」の

干
潟
を
守
り
ま
し
ょ
う

み
な
さ
ん
、
わ
た
し
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に

70

み
ん

な
つ

な
が

っ
て

い
る

ア
サ

リ
資

源
を

回
復

さ
せ

る
こ

れ
か

ら
の

視
点


全
国
的
に
減
産
が
続
く
、
ア
サ
リ
資
源
の
回
復
に
は
ア
サ

リ
の
生
活
史
段
階
ご
と
と
そ
の
生
息
環
境
、
そ
し
て
漁
業

活
動
の
特
性
に
応
じ
た
総
合
的
な
取
り
組
み
が
必
要
な

段
階
に
入
っ
て
き
て
い
る


食
害
対
策
の
一
つ
の
方
向
性
と
し
て
、
漁
場
の
ベ
ン
ト
ス

相
が
貧
弱
に
な
る
と
放
流
し
た
ア
サ
リ
に
食
害
が
集
中
す

る


し
た
が
っ
て
、
干
潟
の
魚
類
な
ど
の
餌
資
源
を
広
域
で
回

復
さ
、
多
様
な
ベ
ン
ト
ス
相
に
す
る
と
い
う
視
点
が
必
要
と

な
る

69
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１）甲賀地区景観環境保全会（三重県 志摩市） 
 
【H28 年度からの活動における課題】 

 先行する志摩市波切地区・船越地区をお手本に、平成 30 年度より活動を始めたもの

の、当初はアマをはじめとする漁民の海洋環境の保全意識は低かった。例えば、分解可

能な自然由来の物ではない石油化学製品（プラスチックなど）を普段平気で浜裾に捨て

るような輩が、ルーティーンで浜掃除にあくまでも年中行事で参加するといった例も散

見されている。意識一つからの改善を目指し、職場たる海洋環境の保全と多様な生態系

の持続に、当組織は務める。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度： 

平成 29 年度： 

平成 30 年度：活動開始初年：組織の成員の環境保全意識の向上と実践 

令和元年度：活動２年目：前年の流れでの環境保全活動の円滑な実践 

令和２年度：活動最終年：培った海洋環境の保全意識の総括とさらなる持続 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

 

 

平成 30 年度 

令和元年度 

 

【漂流漂着物、 

堆積物の処理】 

＜モニタリング＞ 

東京海洋大学・山川紘先

生と藤本准教授の指導の

元、ヒジキ・フノリなど潮

間帯の植生を分析する。

平成 30 年度 

 ：全１回（春） 

令和元年度 

：全２回（春・秋） 

通年かつ年度を跨

いでのモニタリン

グ成果の比較を目

指す。 

＜海浜清掃＞ 

二年連続の大型台風の襲

来による膨大なゴミ処理

を、女性と地域住民も動

員し無事完遂した。 

平成 30 年度：全４回

 9/8,18,19,10/28 

令和元年度：全４回

5/17,7/13,9/17,10/10

イセエビ漁の繁忙

期となる１０月に

は、男手の動員が困

難となる。 

 

 

 

 

平成 30 年度 

令和元年度 

 

【藻場の保全】 

＜モニタリング＞ 

対象区域のうち半分をコ

ドラード法、もう半分を景

観被度により調査した。 

 

平成 30 年度 

令和元年度 

 

＜海藻の種苗投入＞ 

成熟したアラメ子葉より

採取した郵送しを顕微鏡

で確認し、資材に着底を

試み、それを改訂に設置

した。 

＜母藻の設置＞ 

スポアバッグ法による種

付けを成員により行っ

た。 

＜食害生物除去＞ 

対象区域の黒ウニ（ムラ

サキウニ）を除去した。

 

平成 30 年度 

11/27（母藻） 

12/14-15（種苗） 

6/1,7/23,30（除去）

 

令和元年度 

11/15-16（母藻） 

12/14-15（種苗） 

6/1,7/23,30（除去）

 

 

②参加活動組織活動実績資料 
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【活動状況の写真】 

   

説明： 県研究所員レクチャー 説明：成熟アラメ子葉の解説 説明：アラメ母藻採取１ 

   

説明： アラメ母藻採取２ 説明：スポアバッグ作成 説明： 海中のスポアバッグ 

   

説明：東京海洋大学のご指導 説明：海洋大山川博士の説明 説明： アラメ遊走子の確認１

 

  

説明：アラメ遊走子の確認２ 説明：ウニ除去をする海女 説明： ウニ除去作業メンバー
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２）博多湾環境保全伊崎作業部会（福岡県福岡市） 
 
【H28 年度からの活動における課題】 

 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：博多湾の環境改善保守、水揚向上 

平成 29 年度：      〃 

平成 30 年度：      〃 

令和元年度：       〃 

令和 2 年度：       〃 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

干潟等の保全 死殻の除去 17.4ｈａ  2 回 

 

除去量 1,312 ㎏ 

 

 

 機能発揮の為の生物移植 アサリ移植量 

 5,000ｋｇ 

 

 耕うん １７．４ｈａ 

25 回 

ゴミ回収量12,055㎏

 

海洋汚染等の

原因となる漂

流、漂着物、堆

積物処理 

漁業者が行う砂浜、海底、

沖等の廃棄物等の処理 

133.55ｈ 26 回 

 

回収量 20,130 ㎏ 
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【活動状況の写真】 

   

説明：干潟の保全（海底耕耘

道具整備）  

説明：海底耕耘中 説明：地行浜耕うん 

   

説明：機能発揮の為の私物移

植（アサリ）使用じょれん  

説明：室見川でアサリ採取） 説明： 鵜来島周辺へ移植 

   

説明：干潟の保全（死殻の除

去作業中） 

説明：死殻の除去作業中 説明： 死殻の除去作業中 

   

説明：漂流、漂着物、堆積物

処理海底清掃作業中 

説明：海底清掃ごみ荷揚げ中 説明： 海底ゴミ回収 
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【H25 年度からの活動における課題】 

 

 

【活動の目標】 

平成 25 年度：博多湾の環境改善保守、水揚向上 

平成 26 年度：     〃 

平成 27 年度：     〃 

 

 

【第Ⅰ期平成 25～27 年度の活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

干潟等の保全 死殻の除去 25ｈａ 

除去量 3.858ｋｇ 

 

 

 浮遊・堆積物の除去 25ｈａ 

除去量 2.992ｋｇ 

 

 耕うん 25ｈａ 1 回  

海洋汚染等の

原因となる漂

流、漂着物、堆

積物処理 

漂流・漂着物の処理 237ｈａ 

回収量 1.850ｋｇ 

 

 

  

29



【活動状況の写真】 

   

説明： 海底清掃作業中 説明：海底清掃作業中 説明：海底ゴミ回収 

   

説明： 干潟の保全（死殻の除

去） 

説明：死殻の荷揚げ 説明： 死殻回収 

   

説明：浮遊・堆積物回収作業中 説明：浮遊・堆積物回収中 説明： 浮遊・堆積物荷揚げ 

   

説明：干潟の保全（死殻の除

去作業中） 

説明：死殻除去作業中 説明： 死殻荷揚げ 

 

30



 

３）中津干潟を元気にする会（大分県 中津市） 
 
【H28 年度からの活動における課題】 

 本事業にて干潟の浮遊堆積物の除去、ホトトギス貝の駆除、ナルトビエイの駆除等、あ

さりなどの二枚貝の増殖に繋がるよう活動を継続している。 

 あさりの資源量調査ではモニタリング結果を見ると、H29 年度は 7月に起きた豪雨災害

の影響もあり、あさりの平均個体数は H28年度と比べると約 2分の 1に減少している。 

また、植樹活動も地域のボランティア団体と協力し、活動を継続している。 

 課題としては、漁業者の高齢化が加速し後継者も不足していく中、短期間であさり等の

二枚貝を増殖できる新たな活動がないか模索している段階である。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：干潟の保全 

平成 29 年度：干潟の保全 

平成 30 年度：干潟の保全 

令和元年度： 干潟の保全 

令和２年度： 干潟の保全 

 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

モニタリン

グ 

毎年、あさりの産卵後の6月

に県と合同でアサリの資源

量調査を行っている。 

漁業者 4 名、県担当

者 4 名合計 8 名で作

業を実施した。 

異常気象などの影

響に左右されやす

いため、資源の増加

減少が見えづらい。

浮遊堆積物

の除去 

 

水害等により干潟に流れ出

たゴミを人力にて撤去す

る。 

令和元年度は、計 17

日間行い、約 14 トン

の堆積物を除去し

た。 

水害でたびたび河

川から流れる堆積

物が多い為、活動の

継続が必要である。

機能低下を

招く生物の

除去（魚類） 

流し刺し網によるナルトビ

エイ駆除を行い貝類の食害

を防ぐ。 

9 月の 1 日間で、

57Kg、6 匹を駆除し

た。 

年々、漁業者が減少

しており、事業の継

続を検討する必要

がある。 

機能低下を

招く生物の

除去（その

他） 

人力で、ホトトギスマット

の駆除を行った。、 

令和元年度は、10 日

間行い、8.2Kgのホト

トギス貝を駆除し

た。 

事業費に対する機

材リース費の割合

が高かった為、人力

に変えたが、大変な

作業となった為、今

後の作業方法を検

討中である。 

流域におけ

る植樹活動 

豊前海へとつながる山国川

流域にて年 1 回植樹活動を

行う。 

山＝川＝海と一体にな

っている自然を守るだ

けでなく、漁村と農村の

交流も図られている。

短い期間で効果が

みえない為、長い期

間をかけて行って

いく必要がある。 
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【活動状況の写真】 

   

説明： モニタリング 説明：モニタリング 説明：モニタリング 

   

説明： 浮遊堆積物の除去 説明：浮遊堆積物の除去 説明：ホトトギス貝除去  

説明：ホトトギス貝除去 説明：ナルトビエイ駆除 説明： ナルトビエイ駆除 

 

説明：植樹活動 説明：植樹活動 説明： 植樹活動 
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【H25 年度からの活動における課題】 

堆積物の除去、ホトトギス貝の駆除、ナルトビエイの駆除、モニタリングの活動を継続

して行っている。 

近年頻繁に発生している水害により、あさり稚貝が発生する河口域干潟を中心に環境悪

化が増している。 

また、漁業者の高齢化や後継者不足による人手不足が年々、深刻になってきている。 

 

【活動の目標】 

平成 25 年度：干潟の保全 

平成 26 年度：干潟の保全 

平成 27 年度：干潟の保全 

 

 

【第Ⅰ期平成 25～27 年度の活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

モニタリン

グ 

毎月定期的に 2 か所を地点

とするモニタリングを行い

干潟の変化を観察する。 

毎年、3月に関係者、

漁業者を招き本事業

の報告会を行ってい

る。 

効果的に行えてい

る。 

浮遊堆積物

の除去 

 

水害等により干潟に流れ出

たゴミを人力にて撤去する

3年間で 36日間の活

動を行い、8,890kg の

堆積物を除去した。

大規模な水害が起

こった際に緊急に

できるとより効果

的である。 

機能低下を

招く生物の

除去（魚類） 

流し刺し網によるナルトビ

エイの駆除を行い貝類の食

害を防ぐ。 

3 年間で 7,187kg の

ナルトビエイを駆除

した。 

大規模な水害が起

こった際に緊急に

できるとより効果

的である。 

機能低下を

招く生物の

除去（魚類） 

流し刺し網によるナルトビ

エイの駆除を行い貝類の食

害を防ぐ。 

3 年間で 7,187kg の

ナルトビエイを駆除

した。 

9 月になると、回遊

量が減少している。

漁業者から単価を

上げて欲しいとの

要望も上がってい

る。 

機能低下を

招く生物の

除去（その

他） 

吸引ポンプを使用しホトト

ヂスマットごと吸い上げ駆

除する。 

3年間で 13,904Kg の

ホトトギス貝を駆除

した。 

事業費に対する機

材リース費の割合

が高くなっている。
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【活動状況の写真】 
  

説明： 定期ﾓﾆﾀﾘﾝｸ （゙A 地点） 説明：定期ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ（B 地点） 説明：浮遊堆積物の除去作業
  

説明： アサリ母貝放流 説明：アサリ母貝放流 説明： ナルトビエイ駆除 

説明：ナルトビエイ駆除 説明：ホトトギス貝の駆除 説明： ホトトギス貝の駆除 
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修
ま

た
は

再
設

置
・

入
っ

て
き

た
ウ

ニ
は

獲
る

・
広

く
除

去
す

れ
ば

フ
ェ

ン
ス

は
い

ら
な

い

★
侵

入
を

遅
ら

せ
る

ツ
ー

ル
★

対
策

範
囲

を
明

確
に

す
る

た
め

の
ツ

ー
ル

ウ
ニ

フ
ェ

ン
ス

設
置

方
法

円
形

四
角

コ
の

字
形

磯
幅

が
広

い
所

で
は

、
核

藻
場

と
し

て
利

用

藻
場

の
拡

大
は

少
し

ず
つ

と
な

る

岸
側

沖
側

（
砂

地
)

1
8

瀬
切

方
式

砂
地

ウ
ニ

フ
ェ

ン
ス

浅
場

ウ
ニ

フ
ェ

ン
ス

設
置

方
法

瀬
切

方
式

磯
幅

が
狭

く
、

沖
が

砂
地

の
場

所
で

有
効

。
少

な
い

資
材

と
労

力
で

実
施

す
る

こ
と

が
可

能
。
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①
刺

網
／

ブ
ダ

イ

事 例

和
歌

山
県

御
坊

以
南

で
は

1
0
月

～
翌

4
月

に
イ

セ
エ

ビ
刺

網
で

多
く

漁
獲

さ
れ

て
い

る
。

静
岡

県
下

田
市

で
は

9
月

か
ら

翌
5
月

に
イ

セ
エ

ビ
刺

網
（

一
枚

網
）

で
混

獲
さ

れ
、

1
1
～

1
2
月

は
厳

し
い

管
理

の
も

と
ブ

ダ
イ

刺
網

（
三

枚
網

）
で

集
中

的
に

漁
獲

さ
れ

て
い

る
。

漁 法

ブ
ダ

イ
は

前
日

夕
方

あ
る

い
は

明
け

方
に

投
網

し
、

昼
過

ぎ
に

揚
網

・
網

外
し

す
る

。
投

網
場

所
は

ブ
ダ

イ
の

通
り

道
を

遮
断

す
る

よ
う

に
、

汀
線

付
近

か
ら

岸
と

直
行

方
向

に
砂

地
あ

る
い

は
水

深
1
0
ｍ

位
ま

で
と

す
る

（
「

瀬
切

り
方

式
」

と
呼

ば
れ

る
）

。
こ

の
方

式
は

根
掛

か
り

が
比

較
的

少
な

く
、

漁
獲

状
況

か
ら

ブ
ダ

イ
が

集
ま

る
所

を
把

握
し

や
す

い
。

岸
と

平
行

に
設

置
す

る
場

合
は

、
ブ

ダ
イ

の
通

り
道

に
ジ

グ
ザ

グ
に

投
網

し
、

水
面

を
叩

き
な

が
ら

網
に

向
か

っ
て

追
い

込
む

と
、

効
率

的
に

捕
獲

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

時 期

産
卵

期
を

狙
っ

て
駆

除
す

る
こ

と
が

ベ
ス

ト
で

あ
る

。
産

卵
親

魚
の

駆
除

は
資

源
量

を
減

ら
す

効
果

が
高

い
。

ま
た

、
産

卵
期

に
は

群
れ

を
つ

く
り

、
行

動
が

活
発

に
な

る
た

め
漁

獲
さ

れ
や

す
い

。

場 所
沿

岸
域

の
岩

礁
域

、
岩

礁
の

間
の

砂
、

礫
地

、
海

藻
が

繁
茂

し
た

荒
磯

。

留 意 点

イ
セ

エ
ビ

の
禁

漁
期

に
行

う
場

合
、

他
の

漁
業

者
と

の
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

カ
サ

ゴ
な

ど
植

食
性

魚
類

の
幼

魚
の

捕
食

者
を

混
獲

さ
れ

る
。

ブ
ダ

イ
の

密
度

が
低

く
な

る
と

、
駆

除
効

率
も

低
く

な
る

。
潜

水
に

よ
る

駆
除

が
高

知
県

や
大

分
県

で
行

わ
れ

た
事

例
は

あ
る

が
、

継
続

的
な

取
組

と
な

っ
て

い
な

い
。

評 価

刺
網

は
一

般
的

な
漁

具
で

あ
り

、
駆

除
を

開
始

し
や

す
い

。
ブ

ダ
イ

の
密

度
が

高
い

場
合

、
駆

除
効

率
が

高
い

。

名
称

規
格

網
地

ス
ジ

網
（

ナ
イ

ロ
ン

モ
ノ

フ
ィ

ラ
メ

ン
ト

）

枚
数

一
枚

網
ま

た
は

三
枚

網

目
合

一
枚

網
：

9
㎝

、
三

枚
網

：
内

網
9
㎝

・
外

網
4
5
㎝

長
さ

1
反

5
0
ｍ

ブ
ダ

イ
学

名
C
a
lo

to
m

u
s

ja
p
o
n
ic
u
s

分
布

青
森

県
～

九
州

南
岸

の
各

地
沿

岸
、

琉
球

列
島

大
き

さ
最

大
で

約
6
0
㎝

生
活

史
静

岡
県

下
田

で
は

満
1
年

で
全

長
1
4
㎝

、
2
年

で
2
3
㎝

、
3
年

で
2
9
㎝

、
4
年

で
3
4
㎝

、
5
年

で
約

3
6
㎝

に
成

長
す

る
。

2
歳

か
ら

産
卵

す
る

。
寿

命
は

7
年

位
。

雌
か

ら
雄

に
性

転
換

す
る

。
雄

は
雌

か
ら

性
転

換
し

た
二

次
雄

で
あ

る
。

寿
命

8
歳

。
食

性
雑

食
性

、
季

節
に

よ
っ

て
食

性
が

変
化

す
る

。
夏

は
石

灰
藻

や
甲

殻
類

な
ど

底
生

動
物

が
主

食
。

冬
は

大
型

･
小

型
の

藻
類

を
多

く
と

る
。

ヒ
ジ

キ
、

ノ
コ

ギ
リ

モ
ク

、
ク

ロ
メ

成
体

、
ヒ

ロ
メ

、
ア

カ
モ

ク
、

ク
ロ

メ
幼

体
の

順
に

摂
餌

す
る

。
産

卵
夏

に
沖

合
い

の
流

れ
の

あ
る

所
に

数
百

の
雌

が
集

ま
り

，
そ

の
近

く
で

雄
が

縄
張

り
を

張
る

。
満

潮
を

過
ぎ

る
と

次
々

に
番

（
つ

が
い

）
産

卵
す

る
。

産
卵

盛
期

は
長

崎
県

で
は

7
～

8
月

で
あ

る
。

分
離

浮
遊

卵
で

あ
る

。

生
態

水
深

1
0
ｍ

前
後

の
岩

礁
域

に
生

息
し

、
定

着
性

が
強

く
、

夜
間

は
そ

れ
ぞ

れ
個

体
毎

に
決

ま
っ

た
岩

礁
や

サ
ン

ゴ
礁

の
陰

で
、

口
か

ら
出

し
た

粘
液

の
袋

に
入

っ
て

眠
る

こ
と

が
知

ら
れ

て
い

る
。

日
周

行
動

は
概

ね
半

径
2
0
0
ｍ

以
内

と
推

定
さ

れ
て

い
る

。

食
べ

方
秋

か
ら

冬
が

食
べ

頃
。

水
っ

ぽ
い

白
身

の
肉

質
で

柔
ら

か
い

。
刺

身
に

す
る

な
ら

あ
ら

い
に

し
て

酢
味

噌
で

食
べ

る
と

よ
い

。
す

り
身

に
し

て
生

姜
や

ニ
ン

ニ
ク

な
ど

で
臭

み
を

消
し

、
焼

い
た

り
、

さ
つ

ま
揚

げ
風

に
し

て
も

よ
い

。

ブ
ダ

イ
は

主
に

刺
網

と
延

縄
で

駆
除

が
行

わ
れ

て
い

る
定

置
網

で
は

ほ
と

ん
ど

漁
獲

さ
れ

な
い

ブ
ダ

イ
の

シ
ャ

ブ
シ

ャ
ブ

(千
葉

県
)

摂
食

痕
(か

じ
ら

れ
た

)跡

植
食

性
魚

類
の

対
策

代
表

的
な

植
食

性
魚

類

ブ
ダ

イ

ア
イ

ゴ
ノ

ト
イ

ス
ズ

ミ
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①
定

置
網

／
イ

ス
ズ

ミ
類

事 例
長

崎
県

平
戸

市
、

長
崎

市
。

漁 法
大

型
定

置
網

（
大

敷
網

）
高

知
県

で
の

聴
取

り
で

は
、

小
型

定
置

網
で

イ
ス

ズ
ミ

は
獲

れ
る

が
、

大
型

定
置

網
（

大
敷

）
に

は
入

ら
な

い
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。

道
網

の
張

り
方

や
運

動
場

の
水

深
の

違
い

が
関

連
し

て
い

る
可

能
性

が
考

え
ら

れ
る

。
時 期

定
置

網
に

入
網

す
る

時
期

に
つ

い
て

は
地

先
に

よ
っ

て
差

が
見

ら
れ

、
長

崎
市

で
は

梅
雨

前
後

、
五

島
市

で
は

夏
に

比
較

的
ま

と
ま

っ
て

入
る

と
の

情
報

が
あ

る
。

平
戸

市
で

は
6
～

1
1
月

に
、

全
体

の
8
0
％

が
水

揚
げ

さ
れ

て
い

た
。

長
崎

市
野

母
崎

で
は

小
型

定
置

網
に

、
2
日

間
の

4
ト

ン
の

水
揚

量
が

あ
り

、
平

戸
市

の
年

間
総

水
揚

げ
量

に
匹

敵
し

た
。

時
化

の
翌

日
に

大
量

入
網

す
る

こ
と

が
報

告
さ

れ
て

い
る

。
場 所

主
に

沿
岸

岩
礁

域

留
意

点
長

崎
県

の
壱

岐
市

で
は

定
置

網
等

へ
入

網
し

た
も

の
や

駆
除

目
的

に
捕

獲
し

た
イ

ス
ズ

ミ
等

に
対

し
て

の
補

助
制

度
を

設
け

て
い

る
。

評 価
大

量
に

入
網

し
た

場
合

、
そ

の
ま

ま
投

棄
さ

れ
た

り
、

生
き

た
ま

ま
放

流
さ

れ
る

事
例

が
あ

る
。

積
極

的
な

利
用

や
陸

上
で

の
処

分
が

望
ま

れ
る

。

長
崎

県
平

戸
市

の
定

置
網

の
イ

ス
ズ

ミ
類

の
水

揚
量

①
刺

網
／

イ
ス

ズ
ミ

類
事 例

長
崎

県
対

馬
市

鴨
居

瀬
地

区
：

水
温

が
低

い
1
1
～

5
月

に
群

が
蝟

集
し

て
い

る
場

所
を

確
認

し
、

岸
際

か
ら

群
を

囲
む

よ
う

に
投

網
し

、
同

時
に

ホ
コ

突
き

も
行

い
大

量
駆

除
に

成
功

し
て

い
る

。
和

歌
山

県
南

部
で

は
長

さ
約

1
5
0
ｍ

～
2
3
0
ｍ

、
高

さ
7
ｍ

の
一

枚
網

で
、

浅
瀬

に
入

っ
て

く
る

イ
ス

ズ
ミ

を
狙

っ
て

漁
獲

し
て

い
る

。
漁

期
は

1
1
月

下
旬

か
ら

２
月

ま
で

で
、

1
5
時

頃
に

投
網

し
、

翌
朝

7
時

頃
に

揚
網

し
て

る
。

鹿
児

島
県

阿
久

根
市

で
は

6
月

前
後

に
ア

オ
リ

イ
カ

を
対

象
の

イ
カ

網
（

網
丈

6
ｍ

）
に

混
獲

さ
れ

て
い

る
。

漁 法
消

波
ブ

ロ
ッ

ク
な

ど
に

蝟
集

し
た

ノ
ト

イ
ス

ズ
ミ

の
群

れ
を

刺
網

で
囲

い
込

み
捕

獲
す

る
。

群
れ

が
消

波
ブ

ロ
ッ

ク
近

傍
に

分
布

す
る

こ
と

か
ら

、
刺

網
は

群
れ

に
な

る
べ

く
接

近
さ

せ
て

設
置

す
る

。
時 期

冬
季

か
ら

春
季

。
水

温
が

1
7
℃

を
下

回
る

時
期

。
日

中
、

消
波

ブ
ロ

ッ
ク

周
辺

に
留

ま
り

、
夜

間
に

な
る

と
消

波
ブ

ロ
ッ

ク
か

ら
離

れ
る

時
間

帯
に

刺
網

を
設

置
す

る
。

場 所
消

波
ブ

ロ
ッ

ク
の

周
辺

。
沿

岸
浅

所
。

留 意 点

網
を

設
置

す
る

際
、

網
が

消
波

ブ
ロ

ッ
ク

に
引

っ
か

か
ら

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

刺
網

を
繰

り
返

し
仕

掛
け

る
と

、
網

を
怖

が
る

よ
う

に
な

り
、

ブ
ロ

ッ
ク

内
部

の
空

隙
に

逃
げ

込
み

出
て

こ
な

く
な

り
捕

獲
の

効
率

が
下

が
る

こ
と

を
考

慮
し

て
、

除
去

頻
度

を
設

定
す

る
。

小
規

模
な

群
は

警
戒

心
が

強
い

の
で

、
脅

か
さ

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

従
来

、
イ

ス
ズ

ミ
は

刺
網

で
は

獲
れ

な
い

と
言

わ
れ

て
き

た
。

こ
れ

は
イ

ス
ズ

ミ
類

の
遊

泳
高

（
海

底
か

ら
の

高
さ

）
が

４
ｍ

前
後

と
高

い
た

め
、

網
丈

が
低

く
い

刺
網

で
は

網
の

上
を

通
過

し
て

い
た

た
め

と
思

わ
れ

る
。

評 価
漁

業
者

の
工

夫
に

よ
り

、
刺

網
で

イ
ス

ズ
ミ

類
を

駆
除

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

イ
ス

ズ
ミ

は
他

の
植

食
性

魚
類

と
比

べ
て

長
寿

で
あ

り
、

か
つ

、
大

型
と

な
る

た
め

、
藻

場
に

与
え

る
影

響
は

大
き

い
。

ま
た

、
行

動
範

囲
が

広
く

、
駆

除
に

は
広

域
的

な
取

組
が

必
要

で
あ

る
。

名
称

規
格

身
網

透
明

ス
ジ

網
（

ナ
イ

ロ
ン

モ
ノ

フ
ィ

ラ
メ

ン
ト

）

枚
数

一
枚

網
ま

た
は

三
枚

網
。

漁
獲

物
を

外
す

手
間

は
一

枚
網

が
楽

で
あ

る
。

網
丈

設
置

場
所

の
海

底
か

ら
水

面
ま

で
の

高
さ

。
4
～

8
ｍ

。

目
合

尾
叉

長
の

約
0
.3

倍
。

消
波

ブ
ロ

ッ
ク

に
逃

げ
込

ん
だ

ノ
ト

イ
ス

ズ
ミ

大
量

に
漁

獲
さ

れ
た

ノ
ト

イ
ス

ズ
ミ

中
層

に
罹

網
し

た
ノ

ト
イ

ス
ズ

ミ

イ
ス

ズ
ミ

類
学

名
K
yp

h
o
s
u
s

v
a
ig
ie
n
s
is

分
布

房
州

半
島

～
九

州
南

岸
の

太
平

洋
沿

岸
。

大
き

さ
全

長
7
0
㎝

に
達

す
る

。
生

活
史

全
長

5
㎝

ま
で

の
幼

魚
は

流
れ

藻
に

つ
く

。
雄

よ
り

雌
の

成
長

が
速

く
、

7
歳

で
雄

4
9
㎝

、
雌

5
7
㎝

に
達

す
る

。

食
性

海
藻

類
を

専
食

し
て

い
る

わ
け

で
は

な
く

、
小

型
の

甲
殻

類
や

魚
、

ク
ラ

ゲ
な

ど
も

食
べ

る
雑

食
性

で
あ

る
。

ホ
ン

ダ
ワ

ラ
類

を
好

む
。

夜
間

も
摂

餌
す

る
。

産
卵

沿
岸

域
浅

所
の

岩
礁

も
し

く
は

藻
場

に
産

卵
す

る
。

産
卵

期
は

長
崎

県
で

は
6
～

1
0
月

。
雄

は
2
8
㎝

、
雌

は
3
6
㎝

で
5
0
％

が
成

熟
。

沖
の

深
所

で
産

卵
す

る
可

能
性

が
指

摘
さ

れ
て

い
る

。

生
態

冬
季

（
水

温
1
7
℃

以
下

）
に

大
き

な
消

波
ブ

ロ
ッ

ク
に

蝟
集

し
、

数
千

尾
の

大
群

を
形

成
す

る
こ

と
が

あ
る

。
夏

季
の

行
動

は
不

明
で

あ
る

。
主

に
岩

礁
部

に
生

息
し

、
濁

り
を

避
け

る
。

海
底

か
ら

高
さ

4
ｍ

前
後

を
遊

泳
し

す
る

。

食
べ

方
秋

か
ら

冬
が

食
べ

頃
。

磯
臭

さ
が

強
い

魚
な

の
で

、
内

臓
を

取
り

出
し

た
ら

よ
く

洗
う

。
刺

身
や

あ
ら

い
は

酢
味

噌
で

食
べ

る
と

臭
み

も
和

ら
ぐ

。
煮

付
け

や
唐

揚
げ

に
す

る
時

は
、

生
姜

な
ど

の
香

味
を

き
か

せ
る

と
美

味
で

あ
る

。
九

州
で

は
特

に
冬

の
鮮

度
の

良
い

も
の

は
脂

が
の

っ
て

人
気

が
あ

る
。

餌
断

ち
し

て
畜

養
す

る
と

臭
み

が
と

れ
る

。

イ
ス

ズ
ミ

類
は

冬
季

か
ら

春
季

に
消

波
構

造
物

の
ブ

ロ
ッ

ク
に

蝟
集

す
る

傾
向

が
あ

る
。

こ
の

蝟
集

性
を

利
用

し
て

、
刺

網
や

ト
ラ

ッ
プ

で
捕

獲
す

る
と

効
率

が
よ

い
。

ま
た

、
定

置
網

で
大

量
に

漁
獲

さ
れ

る
こ

と
が

あ
る

。

①
延

縄
／

ブ
ダ

イ

事 例

和
歌

山
県

串
本

で
は

9
～

1
2
月

に
、

三
重

県
産

の
ホ

ン
ダ

ワ
ラ

属
の

ホ
ン

ダ
ワ

ラ
を

餌
に

つ
か

っ
て

い
る

。
漁

獲
量

は
全

漁
法

の
約

７
割

を
占

め
る

。
大

分
県

佐
伯

市
で

は
、

1
～

6
月

に
ヒ

ジ
キ

を
餌

に
使

っ
て

い
る

。

漁 法

生
海

藻
を

市
販

の
餌

巻
き

糸
で

長
さ

数
㎝

の
束

に
し

て
鈎

に
つ

け
る

。
餌

に
対

す
る

嗜
好

性
が

強
く

、
ホ

ン
ダ

ワ
ラ

や
ヒ

ジ
キ

で
釣

獲
率

が
高

い
。

両
端

に
重

り
を

付
け

仕
掛

け
が

底
に

沈
む

よ
う

に
す

る
。

縄
は

数
本

使
用

し
、

設
置

後
、

約
9
0
分

程
度

経
過

し
て

か
ら

回
収

し
、

再
度

設
置

す
る

こ
と

を
数

回
繰

り
返

す
。

場 所

主
に

水
深

1
0
ｍ

以
浅

の
岩

礁
や

礫
場

。

時 期

通
年

漁
獲

が
可

能
で

あ
る

が
、

餌
の

生
海

藻
が

使
え

る
時

期
（

秋
か

ら
春

）
に

効
率

的
に

漁
獲

で
き

る
。

留 意 点

冷
凍

・
塩

蔵
・

乾
燥

し
た

海
藻

で
は

釣
れ

な
い

。
通

年
操

業
す

る
た

め
に

は
、

人
工

餌
の

開
発

が
求

め
ら

れ
る

。
餌

巻
き

に
時

間
が

か
か

る
。

好
適

な
餌

が
生

鮮
な

ホ
ン

ダ
ワ

ラ
類

で
あ

る
た

め
、

餌
の

確
保

が
難

し
く

、
入

手
で

き
な

い
時

期
に

操
業

で
き

な
い

。
小

型
魚

・
中

型
魚

が
獲

れ
な

い
。

評 価

ブ
ダ

イ
幼

魚
の

天
敵

（
カ

サ
ゴ

等
）

や
イ

セ
エ

ビ
の

混
獲

が
な

い
。

ブ
ダ

イ
の

中
・

大
型

魚
（

全
長

3
0
㎝

以
上

）
が

主
に

漁
獲

さ
れ

る
。

漁
業

者
が

単
独

で
準

備
・

操
業

・
片

付
け

が
可

能
な

、
継

続
し

や
す

い
漁

法
で

あ
る

。
延

縄
漁

で
漁

獲
さ

れ
た

ブ
ダ

イ
は

刺
網

漁
で

漁
獲

さ
れ

た
も

の
に

比
べ

て
鮮

度
が

高
く

、
高

値
で

取
引

さ
れ

る
傾

向
に

あ
る

。

名
称

規
格

幹
縄

ポ
リ

ク
レ

、
長

さ
1
0
0
～

1
2
0
ｍ

、
強

度
が

あ
り

沈
む

材
質

枝
縄

ナ
イ

ロ
ン

、
太

さ
1
0
～

1
2
号

、
4
0
～

8
0
㎝

、
間

隔
は

枝
縄

長
の

2
倍

以
上

、
7
0
本

位

鈎
魚

が
外

れ
に

く
い

「
カ

エ
シ

」
（

鉤
先

端
内

側
の

突
起

）
付

き
で

「
ネ

ム
リ

」
（

針
先

が
極

端
に

内
側

向
き

）
が

入
っ

た
鯛

鈎
（

1
0
号

）

鉢
直

径
4
0
㎝

位
の

大
型

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

ザ
ル

の
上

縁
に

鈎
を

掛
け

る
ラ

バ
ー

を
取

付
け

た
も

の
。

１
鉢

に
１

式
の

延
縄

を
収

め
る

。
既

製
品

も
販

売
さ

れ
て

い
る

。

餌
巻

き
糸

束
ね

た
餌

の
ヒ

ジ
キ

縄
入

れ
前

の
鉢
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７
月

（
産

卵
期

？
）

は
夜

に
活

発
に

泳
ぐ

繁
殖

期
直

前
の

駆
除

は
効

果
的

学
名

S
ig

a
n
u
s

fu
s
c
e
s
c
e
n
s

分
布

青
森

県
～

九
州

南
岸

の
各

地
沿

岸
、

琉
球

列
島

。

大
き

さ
最

大
全

長
4
0
㎝

。
生

活
史

全
長

は
1
歳

で
9
㎝

、
2
歳

で
1
7
㎝

、
3
歳

で
2
2
㎝

。
雌

雄
共

に
2
～

3
歳

ま
で

成
長

速
度

が
速

く
、

2
歳

か
ら

生
殖

腺
が

発
達

し
成

長
が

停
滞

す
る

。
寿

命
は

雄
1
3
歳

、
雌

1
1
歳

で
あ

る
。

食
性

基
本

的
に

植
食

性
で

あ
る

が
、

小
型

甲
殻

類
な

ど
も

食
べ

る
。

産
卵

期
前

後
に

摂
食

量
が

増
大

す
る

。
日

中
1
3
～

1
5
時

に
摂

餌
の

ピ
ー

ク
が

あ
り

、
夜

間
は

摂
餌

し
な

い
。

水
温

1
8
℃

以
下

で
は

全
く

摂
餌

し
な

く
な

る
。

摂
餌

率
は

明
る

く
な

り
始

め
る

5
～

7
時

に
始

ま
り

、
1
3
～

1
5
時

に
最

も
高

く
な

り
、

こ
れ

以
降

低
下

し
、

日
没

後
の

1
9
～

2
1
時

と
未

明
3
～

5
時

は
カ

ジ
メ

を
全

く
摂

餌
し

な
か

っ
た

。

産
卵

沿
岸

域
浅

所
の

岩
礁

も
し

く
は

藻
場

に
産

卵
す

る
。

産
卵

開
始

は
2
歳

で
あ

る
。

産
卵

開
始

水
温

は
約

2
5
℃

で
あ

る
。

卵
は

沈
性

粘
着

卵
で

あ
る

。
生

態
沿

岸
の

岩
礁

に
す

み
、

と
き

に
か

な
り

大
き

な
群

を
つ

く
る

。
昼

行
性

と
し

て
知

ら
れ

る
が

、
産

卵
期

は
夜

間
に

遊
泳

行
動

が
活

発
に

な
る

。
食

べ
方

食
べ

頃
は

秋
。

成
魚

は
藻

食
性

が
強

い
。

新
鮮

な
も

の
や

、
釣

っ
て

き
て

１
日

く
ら

い
餌

止
め

し
た

も
の

は
、

そ
れ

ほ
ど

気
に

な
ら

な
い

。
臭

み
が

あ
る

の
で

刺
身

は
あ

ら
い

に
し

て
酢

味
噌

で
賞

味
す

る
こ

と
が

多
い

。
煮

付
け

も
味

噌
を

加
え

る
と

よ
い

。
唐

揚
げ

な
ど

に
も

向
く

ア
イ

ゴ

ア
イ

ゴ
の

あ
ら

い

H
3
1
.
2
里
海
保
全
の
最
前
線

①
ト

ラ
ッ

プ
／

イ
ス

ズ
ミ

類
事

例
長

崎
県

五
島

市
崎

山
地

区
。

長
崎

県
上

五
島

町
若

松
。

長
崎

県
対

馬
市

上
対

馬
町

豊
漁 法

ノ
ト

イ
ス

ズ
ミ

が
蝟

集
し

始
め

る
冬

季
ま

で
に

、
養

殖
生

け
簀

（
4
ｍ

×
7
ｍ

×
深

さ
4
ｍ

）
の

底
面

に
漏

斗
状

の
出

入
り

口
を

設
け

た
ト

ラ
ッ

プ
（

竹
野

・
西

水
研

型
）

を
設

置
す

る
。

出
入

口
を

閉
じ

た
状

態
で

、
ト

ラ
ッ

プ
内

で
餌

用
の

コ
ン

ブ
等

の
海

藻
養

殖
を

開
始

す
る

。
ト

ラ
ッ

プ
内

の
海

藻
が

十
分

に
生

育
し

た
ら

、
出

入
口

を
開

け
、

除
去

を
開

始
す

る
。

ト
ラ

ッ
プ

に
ノ

ト
イ

ス
ズ

ミ
が

入
っ

た
ら

、
適

宜
水

揚
げ

を
行

う
。

メ
ジ

ナ
や

ボ
ラ

な
ど

が
混

獲
さ

れ
る

た
め

、
必

要
に

応
じ

て
放

流
を

す
る

。
ト

ラ
ッ

プ
に

入
っ

た
ノ

ト
イ

ス
ズ

ミ
は

全
て

水
揚

げ
せ

ず
、

囮
と

し
て

数
尾

ト
ラ

ッ
プ

内
に

残
す

。
ノ

ト
イ

ス
ズ

ミ
の

蝟
集

が
確

認
で

き
な

く
な

る
（

台
風

も
発

生
す

る
）

7
月

頃
に

ト
ラ

ッ
プ

を
回

収
す

る
。

近
年

、
九

州
沿

岸
に

大
量

漂
流

す
る

よ
う

に
な

っ
た

ア
カ

モ
ク

の
流

れ
藻

も
餌

海
藻

と
し

て
利

用
で

き
る

。
海

藻
以

外
に

、
養

殖
用

ペ
レ

ッ
ト

に
よ

る
誘

引
も

行
わ

れ
て

い
る

。
時

期
一

般
的

に
は

冬
季

か
ら

春
季

。
場 所

ノ
ト

イ
ス

ズ
ミ

が
蝟

集
す

る
消

波
ブ

ロ
ッ

ク
周

辺
の

波
浪

の
影

響
を

受
け

に
く

い
場

所
。

留 意 点

周
辺

に
海

藻
が

残
る

海
域

で
は

、
餌

に
よ

る
誘

引
効

果
が

減
少

し
、

漁
獲

効
率

が
下

が
る

可
能

性
が

あ
る

。
海

藻
が

少
な

い
海

域
で

は
、

餌
海

藻
の

確
保

が
難

し
い

。
設

置
場

所
が

静
穏

域
に

限
定

さ
れ

る
。

評 価
消

波
ブ

ロ
ッ

ク
に

蝟
集

し
た

ほ
と

ん
ど

の
個

体
を

漁
獲

す
る

こ
と

が
で

き
る

場
合

が
あ

る
。

漁
獲

物
を

外
す

手
間

が
な

く
漁

業
者

の
負

担
が

少
な

く
、

人
の

都
合

に
合

わ
せ

て
水

揚
げ

が
で

き
る

。
混

獲
魚

は
生

き
た

ま
ま

海
に

戻
せ

る
た

め
、

混
獲

問
題

が
生

じ
な

い
。

竹
野

-
西

水
研

型
植

食
魚

ト
ラ

ッ
プ

の
模

式
図

底
面

か
ら

の
漏

斗
状

の
入

り
口

上
対

馬
豊

地
区

の
ト

ラ
ッ

プ

五
島

市
崎

山
地

区
の

ト
ラ

ッ
プ

42



3
.種

ま
き

①
籠

／
ア

イ
ゴ

事 例

愛
媛

県
愛

南
町

（
大

型
籠

）
、

京
都

府
宮

津
市

養
老

（
も

ん
ど

り
籠

）
、

長
崎

県
（

小
型

籠
折

畳
型

、
釣

鐘
型

）
、

高
知

県
（

イ
カ

籠
）

漁 法

大
型

籠
と

小
型

籠
（

も
ん

ど
り

籠
・

折
畳

型
・

釣
鐘

型
）

が
あ

る
。

海
藻

、
魚

の
内

臓
、

キ
ャ

ベ
ツ

等
の

野
菜

を
餌

と
し

て
使

う
。

尾
叉

長
3

～
4

0
㎝

の
サ

イ
ズ

が
漁

獲
さ

れ
る

。
時 期

籠
で

は
夜

間
よ

り
日

中
に

漁
獲

さ
れ

や
す

い
傾

向
が

あ
る

。
場 所

主
に

沿
岸

岩
礁

域

留 意 点

大
型

籠
は

専
用

の
引

き
揚

げ
装

置
が

必
要

で
あ

る
。

ア
イ

ゴ
稚

魚
を

カ
ゴ

内
へ

誘
引

し
、

長
く

留
ま

ら
せ

、
引

き
上

げ
て

捕
獲

す
る

た
め

に
は

、
餌

の
利

用
が

不
可

欠
で

あ
る

。
設

置
場

所
の

決
定

に
は

ア
イ

ゴ
の

分
布

状
況

を
把

握
し

て
お

く
必

要
が

あ
る

。
評 価

幼
魚

か
ら

成
魚

ま
で

漁
獲

で
き

る
。

形
状

：
丸

型
寸

法
：

φ
1

.8
m

×
高

さ
1

.3
m

 
鉄

枠
：

φ
1

5
 m

m
、

さ
び

防
止

塗
料

を
塗

布
、

鉄
筋

外
周

に
は

す
れ

防
止

の
た

め
ロ

ー
プ

を
巻

く
網

の
材

質
：

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

無
結

節
角

目
、

目
合

2
5

m
m

 
入

口
の

大
き

さ
：

9
4

m
m

×
7

8
m

m
 

そ
の

他
：

カ
ゴ

を
つ

る
す

ロ
ー

プ
（

φ
1

0
m

m
）

・
側

面
下

方
に

魚
の

入
口

が
あ

り
、

続
く

通
路

の
中

央
下

側
に

窓
が

あ
り

、
こ

の
窓

か
ら

カ
ゴ

の
内

部
へ

入
る

。
大

型
籠

（
愛

南
町

）

も
ん

ど
り

籠
（

宮
津

市
）

①
定

置
網

／
ア

イ
ゴ

事 例
佐

賀
県

唐
津

市
、

和
歌

山
県

北
部

で
は

月
間

2
ト

ン
以

上
漁

獲
さ

れ
る

こ
と

が
あ

る
。

徳
島

県
で

は
ア

イ
網

（
角

網
）

等
の

小
型

定
置

網
で

漁
獲

さ
れ

る
。

漁 法
大

型
定

置
網

（
大

敷
網

）
、

小
型

定
置

網
（

ア
イ

網
）

時 期
唐

津
で

は
1
～

4
月

の
間

は
ほ

と
ん

ど
漁

獲
さ

れ
ず

、
そ

の
後

、
急

増
し

て
7
月

前
後

に
ピ

ー
ク

を
迎

え
、

そ
の

後
、

1
2
月

に
向

か
っ

て
減

少
し

た
。

場 所
主

に
沿

岸
岩

礁
域

留 意 点

混
獲

さ
れ

た
ア

イ
ゴ

は
海

上
で

投
棄

せ
ず

、
積

極
的

な
利

用
や

陸
上

で
の

処
分

が
望

ま
れ

る
。

評 価
ア

イ
ゴ

は
定

置
網

で
多

量
に

漁
獲

さ
れ

て
い

る
。

ア
イ

ゴ
の

産
卵

期
は

初
夏

で
、

定
置

網
の

漁
獲

の
ピ

ー
ク

は
7
月

前
後

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

定
置

網
は

地
域

の
ア

イ
ゴ

の
資

源
量

を
調

整
す

る
う

え
で

、
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
。

唐
津

市
の

沿
岸

に
は

大
型

定
置

網
が

多
数

設
置

さ
れ

て
お

り
、

そ
の

周
辺

で
は

大
型

海
藻

藻
場

が
観

察
さ

れ
て

い
る

。

佐
賀
県
唐
津
港
の
ア
イゴ
⽔
揚
量

唐
津
市
串
浦
の
定
置
網
位
置

①
刺

網
／

ア
イ

ゴ
事 例

神
奈

川
県

三
崎

市
城

ヶ
島

。
長

崎
県

。
和

歌
山

県
北

部
。

漁 法
ア

イ
ゴ

は
昼

行
性

と
し

て
知

ら
れ

る
が

、
初

夏
に

限
っ

て
夜

間
に

活
発

に
遊

泳
す

る
。

そ
れ

を
狙

っ
て

夕
方

に
投

網
し

、
翌

朝
に

揚
網

す
る

。
産

卵
期

以
外

の
季

節
に

は
、

夜
明

け
後

に
投

網
し

、
日

没
ま

で
に

揚
網

す
る

。
イ

セ
エ

ビ
は

夜
行

性
で

あ
り

、
昼

間
に

混
獲

さ
れ

る
こ

と
が

ほ
と

ん
ど

な
い

。
曇

天
時

は
昼

間
で

も
混

獲
さ

れ
る

恐
れ

が
あ

る
た

め
、

操
業

は
晴

天
時

の
昼

間
に

限
定

す
る

と
イ

セ
エ

ビ
漁

業
者

の
理

解
を

得
や

す
い

。
沖

縄
県

で
は

幼
魚

（
ス

ク
）

を
狙

っ
た

追
い

込
み

漁
が

行
わ

れ
て

い
る

が
、

潜
水

作
業

を
伴

う
た

め
、

他
の

地
域

で
は

駆
除

に
使

わ
れ

た
例

は
な

い
。

時 期
初

夏
（

産
卵

期
）

ま
た

は
摂

餌
活

動
が

活
発

化
す

る
秋

に
集

中
的

に
行

え
ば

効
率

的
に

駆
除

で
き

る
。

水
温

が
1
8
℃

以
下

に
な

る
と

動
か

な
く

な
り

、
漁

獲
量

が
少

な
く

な
る

。
中

潮
・

大
潮

時
に

漁
獲

量
が

多
い

。
場 所

水
深

1
0
ｍ

前
後

の
カ

ジ
メ

が
繁

茂
し

て
い

る
傾

斜
が

緩
や

か
な

岩
礁

域
。

起
伏

が
あ

る
岩

場
。

留 意 点

初
夏

の
場

合
は

、
イ

セ
エ

ビ
な

ど
漁

獲
制

限
が

あ
る

も
の

を
混

獲
す

る
恐

れ
が

あ
る

た
め

、
特

別
採

捕
許

可
申

請
が

必
要

と
な

る
場

合
が

あ
る

。
解

禁
後

は
、

他
の

漁
業

者
と

の
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

刺
網

は
他

の
漁

法
と

比
べ

て
漁

獲
物

の
取

り
外

し
に

手
間

が
か

か
る

こ
と

、
網

が
破

れ
や

す
く

補
修

手
間

が
か

か
る

な
ど

の
作

業
性

の
問

題
や

、
鮮

度
低

下
に

よ
る

漁
獲

物
活

用
の

困
難

さ
が

あ
る

。
評 価

神
奈

川
県

三
崎

市
城

ヶ
島

は
魚

対
策

の
成

功
例

と
し

て
知

ら
れ

て
お

り
、

磯
焼

け
寸

前
か

ら
濃

密
な

ア
ラ

メ
・

カ
ジ

メ
場

を
復

活
し

た
。

イ
セ

エ
ビ

の
禁

漁
期

間
（

6
・

7
月

）
に

は
水

産
多

面
的

機
能

発
揮

対
策

事
業

で
駆

除
を

行
い

、
そ

れ
以

外
の

期
間

は
イ

セ
エ

ビ
漁

な
ど

で
混

獲
さ

れ
た

ア
イ

ゴ
を

駆
除

し
て

い
る

、

名
称

規
格

身
網

透
明

な
ス

ジ
網

（
ナ

イ
ロ

ン
モ

ノ
フ

ィ
ラ

メ
ン

ト
）

。
枚

数
網

地
の

枚
数

（
一

重
刺

網
・

三
重

刺
網

）
は

あ
ま

り
影

響
し

な
い

。
漁

獲
物

を
外

す
手

間
は

一
枚

網
が

楽
で

あ
る

。
網

丈
4
ｍ

前
後

。
目

合
漁

獲
対

象
の

尾
叉

長
の

約
2
.8

倍
。

目
合

1
0
6
㎜

で
全

長
3
0
㎝

前
後

を
狙

っ
て

駆
除

。

夜
明

け
か

ら
揚

網
刺

し
網

の
回

収

全
長

3
0
c
m

程
の

ア
イ

ゴ
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成
熟

母
藻

の
見

分
け

方

カ
ジ

メ
類

ホ
ン

ダ
ワ

ラ
類

生
殖

器
床

子
嚢

斑

•
雄

株
と

雌
株

が
あ

る
•

生
殖

器
床

は
種

類
に

よ
っ

て
大

き
さ

が
異

な
る

4
0

子
嚢

斑

m

コ
ン

ブ
類

ホ
ン

ダ
ワ

ラ
類

海
藻

の
タ

ネ
ま

き

海
藻

の
タ

ネ
が

不
足

し
て

い
る

場
合

に
は

、
周

り
か

ら
海

藻
の

タ
ネ

が
届

か
な

い
と

、
な

か
な

か
藻

場
が

で
き

な
い

。
こ

の
よ

う
な

時
に

母
藻

を
設

置
し

ま
す

。
た

だ
し

、
母

藻
を

選
ぶ

時
の

注
意

が
必

要
で

す
。

3
株

以
上

が
良

い

3
9

母
藻

利
用

（
１

年
目

か
ら

タ
ネ

が
拡

散
す

る
）

改
訂

磯
焼

け
対

策
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
(2

0
1
5
)

海
藻

の
タ

ネ
ま

き
と

そ
の

考
え

方

•タ
ネ

ま
き

の
目

的
は

、
移

植
場

所
の

海
底

に
、

藻
場

を
つ

く
る

こ
と

•母
藻

利
用

と
種

苗
利

用
の

２
つ

が
あ

る

•母
藻

利
用

は
、

種
苗

利
用

よ
り

１
年

早
く

タ
ネ

が
拡

散

し
か

し
、

幼
体

の
出

現
が

不
確

実

•種
苗

利
用

は
、

１
年

遅
れ

る
が

、
少

量
の

母
藻

で
可

能
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4
4

中
間

育
成

4
3

採
苗

（
カ

ジ
メ

科
の

場
合

）

母
藻

を
採

取
す

る
と

き
の

注
意

点

•
子

嚢
斑

の
で

き
た

葉
状

部
だ

け
を

採
取

す
る

。
•

生
長

点
は

必
ず

残
す

。

生
長

点

4
2

◎
こ

ん
な

母
藻

は
使

え
ま

せ
ん

全
体

的
に

白
く

、
薄

く
な

っ
た

も
の

は
、

成
熟

末
期

の
状

態
な

の
で

、
母

藻
に

は
使

え
ま

せ
ん

。

4
1
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4
8

生
殖

器
床

の
あ

る
葉

状
部

を
採

取
す

る
。

母
藻

投
入

（
ワ

カ
メ

の
場

合
）

・
種

苗
の

移
植

・
母

藻
の

設
置

母
藻

投
入

（
ワ

カ
メ

の
場

合
）

4
6

母
藻

が
少

な
い

場
合

は
、

種
糸

利
用

を
す

る
方

が
環

境
に

や
さ

し
い

4
5

中
間

育
成

後
、

海
底

に
取

り
付

け
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対
策

＜
母

藻
防

護
ネ

ッ
ト

の
利

用
＞

※
1
2
m

×
4
5
m

の
網

を
使

用
。

縮
結

率
を

考
慮

す
る

と
8
.5

m
×

3
0
m

の
仕

上
が

り
の

網
が

で
き

る
。

網
地
の
目
合
い
6c
m

チ
ェ
ー
ン

チ
ェ
ー
ン

長
さ
30
mを

海
底
に
沿
わ
せ
て
25
m程

度
で
設
置

3
m

長
さ
8.
5
mを

、
海
底
に
沿
わ
せ
て
幅
6m
程

度
で
設
置

ブ
イ

ブ
イ

外
海

で
の

母
藻

設
置

・
ワ

カ
メ

ロ
ー

プ
に

生
育

し
て

い
る

ワ
カ

メ
は

、
ア

イ
ゴ

や
イ

ス
ズ

ミ
な

ど
の

植
食

性
魚

類
の

摂
食

に
よ

り
、

早
期

に
藻

体
が

消
失

し
、

タ
ネ

が
十

分
に

放
出

さ
れ

な
い

。

・
H
2
7
～

H
2
9
：

毎
年

同
様

に
3
日

～
1
週

間
程

度
で

消
失

ス
ポ

ア
バ

ッ
グ

は
ス

レ
に

強
く

、
目

合
い

は
大

き
い

も
の

が
良

い
◎

カ
ジ

メ
類

：
ネ

ッ
ト

内
に

カ
ジ

メ
類

を
入

れ
る

が
、

珪
藻

や
汚

れ
に

よ
っ

て
、

小
さ

い

目
合

い
で

は
網

目
が

詰
ま

り
、

タ
ネ

が
外

に
出

て
い

か
な

い
。

◎
ホ

ン
ダ

ワ
ラ

類
：

オ
ー

プ
ン

ス
ポ

ア
バ

ッ
グ

を
推

奨
す

る
が

、
食

圧
が

高
い

場
所

で
は

、

ネ
ッ

ト
内

に
入

れ
る

事
が

多
い

。

目
合

い
が

小
さ

い
と

、
タ

ネ
が

外
に

出
て

い
か

な
い

。

5
0

ヒ
ジ

キ
の

タ
ネ

4
9
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種
苗

の
移

設
母

藻
防

護
ネ

ッ
ト

結
果

ワ
カ

メ
の

生
育

状
況

ホ
ン

ダ
ワ

ラ
類

の
生

育
状

況

・
母

藻
防

護
ネ

ッ
ト

で
覆

っ
た

ワ
カ

メ
か

ら
タ

ネ
が

順
調

に
放

出
し

、
翌

年
ネ

ッ
ト

内
で

1
4
株

の
ワ

カ
メ

の
生

育
が

確
認

さ
れ

た
。

・
全

て
の

ワ
カ

メ
に

は
メ

カ
ブ

が
確

認
さ

れ
た

。
（

順
調

に
遊

走
子

は
放

出
さ

れ
た

と
思

わ
れ

る
）

・
ホ

ン
ダ

ワ
ラ

類
も

食
害

を
受

け
ず

、
大

き
く

生
長

。
一

方
、

母
藻

防
護

ネ
ッ

ト
外

側
で

は
食

害
に

よ
り

、
小

型
の

ま
ま

で
あ

っ
た

。

ホ
ン

ダ
ワ

ラ
類

の
生

育
状

況

母
藻

防
護

ネ
ッ

ト
外

側
母

藻
防

護
ネ

ッ
ト

内
側

母
藻

防
護

ネ
ッ

ト

ブ
イ

の
配

置
の

例
、

設
置

場
所

に
よ

っ
て

要
調

整

母
藻

防
護

ネ
ッ

ト

・
ワ

カ
メ

ロ
ー

プ
を

設
置

後
、

こ
れ

を
覆

う
よ

う
に

母
藻

防
護

ネ
ッ

ト
を

設
置

す
る

。
・

母
藻

防
護

ネ
ッ

ト
の

内
側

に
は

、
小

さ
く

切
っ

た
ブ

イ
取

り
付

け
て

お
く

。

・
ワ

カ
メ

ロ
ー

プ
と

母
藻

防
護

ネ
ッ

ト
の

設
置

に
は

、
4
名

の
作

業
で

約
1
時

間
を

要
し

た
。

・
母

藻
防

護
ネ

ッ
ト

は
、

ワ
カ

メ
が

季
節

的
消

長
に

よ
り

枯
死

流
失

し
た

後
に

回
収

す
る

。
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モ
ニ

タ
リ

ン
グ

4
.定

期
モ

ニ
タ

リ
ン

グ

流
れ

藻
ス

ト
ッ

カ
ー

流
れ

藻
キ

ャ
ッ

チ
ャ

ー
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景
観

被
度

と
は

景
観
被
度
の
定
義

景
観
被
度
と
は
、
海
底
を
直
上
か
ら
見
て
、
あ
る
区
分
の

投
影
面
積
が
海
底
面
に
占
め
る
割
合
(％

)で
あ
る
。

各
区
分
の
合
計
は
必
ず
10
0％

と
な
る
。

7
5
%

以
上

5
0
～

7
5
%

2
5
～

5
0
%

5
～

2
5
%

5
%

未
満

海
藻

被
度

の
計

り
方

濃
生

密
生

疎
生

点
生

極
く

点
生

8
0
%

6
0
%

3
0
%

1
5
%

0
%

3
%

ht
tp
s:
//
ti
de
73
6.
ne
t/
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．

②
小

型
海

藻
①

大
型

海
藻

藻
場

の
被

度
＝

①
＋

②

①
＋

②
＋

③
＝

1
0
0
％

景
観

被
度

の
区

分
は

３
つ

だ
け

①
大

型
海

藻

②
小

型
海

藻

③
そ

の
他

景
観

被
度

の
区

分

内
容

例

①
大
型
海
藻

大
型
の
直
立
海
藻

コ
ン
ブ
、
ワ
カ
メ
、
カ
ジ
メ
、
ホ
ン
ダ

ワ
ラ
、
ア
マ
モ

②
小
型
海
藻

小
型
の
直
立
海
藻

ア
オ
サ
、
フ
ク
ロ
ノ
リ
、
ウ
ミ
ウ
チ

ワ
、
テ
ン
グ
サ
、
有
節
サ
ン
ゴ
モ
、

③
殻
状
海
藻

基
盤
を
覆
う
殻
状
海
藻

無
節
サ
ン
ゴ
モ
類

④
付
着
動
物

固
着
性
の
動
物

フ
ジ
ツ
ボ
、
イ
ガ
イ
、
ヒ
バ
リ
ガ
イ
モ

ド
キ
、

⑤
裸
面
・
砂
地

①
～
④
以
外

露
岩
、
礫
、
砂
、
泥

区
分
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大
型

海
藻

5
０

％
小

型
海

藻
3
０

％
そ

の
他

２
０

％

合
計

は
必

ず
１

０
０

％

残
り

は
「

大
型

」
と

「
小

型
」

８
０

％

「
小

型
」

は
3
0
％

「
大

型
」

は
5
0
％

ま
ず

は
「

そ
の

他
」

の
被

度
は

２
０

％

④

⑤③

「
大

型
」

と
「

小
型

」
以

外
は

、
ま

と
め

て
「

そ
の

他
」

と
す

る
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多
い

所
②

代
表

的
な

所
①

少
な

い
所

③
海

藻
の

被
度

①
海

藻
の

生
育

が
平

均
的

な
場

所
で

、
景

観
被

度
の

記
録

と
ウ

ニ
の

計
数

②
ウ

ニ
が

多
い

場
所

で
ウ

ニ
の

計
数

③
ウ

ニ
が

少
な

い
場

所
で

ウ
ニ

の
計

数

そ
の

地
先

の
海

藻
の

被
度

と
ウ

ニ
の

平
均

密
度

が
分

か
る

ウ
ニ

密
度

（
素

潜
り

の
場

合
）

潜
水

で
き

る
場

合
の

ウ
ニ

密
度

は
、

広
く

調
べ

る
(1

m
×

1
0
m

)

ウ
ニ

密
度

(潜
水

器
材

を
用

い
た

場
合

）

主
な

海
藻

を
記

録

カ
ジ

メ
類

↓

ホ
ン

ダ
ワ

ラ
類

↓

小
型

海
藻

（
マ

ク
サ

､
フ

ク
ロ

ノ
リ

な
ど

）

活
動

組
織

名
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ー
ト

天
気

　
：

　
　

　
　

　

日
時

令
和

　
　

　
年

　
　

月
　

　
日

Ａ
Ｍ

・
Ｐ

Ｍ
　

　
：

　
　

～
　

　
：

　
　

大
潮

・
中

潮
・

小
潮

・
若

潮
・

長
潮

担
当

者
名

　
波

高
：

　
　

ｍ
、

透
視

距
離

：
　

　
ｍ

満
潮

・
干

潮

　
　

　
　

　
　

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

場
所

：

水
深

被
度

優
占

個
体

数

　
　

　
　

　
　

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

場
所

：

水
深

被
度

優
占

個
体

数

観 　 　 　 察

観
察

時
間

　
　

　
：　

　
　

　
　

　
/　

　
　

　
水

深
　

（　
　

　
　

　
）ｍ

　

大
型

海
藻

の
被

度
（　

　
　

）％
、

小
型

海
藻

の
被

度
（　

　
　

）％
、

そ
の

他
（　

　
）％

　
：　

合
計

は
10

0%
と

な
る

。

ワ
カ

メ
（　

　
　

　
）％

、
ア

ラ
メ

類
（　

　
　

　
）％

、
ホ

ン
ダ

ワ
ラ

類
（　

　
　

　
）％

：左
側

の
合

計
は

大
型

海
藻

の
被

度
と

な
る

。
　

/　
小

型
海

藻
：（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）％

観 　 　 　 察

　
写

真
 ※

撮
影

し
た

ら
チ

ェ
ッ

ク
 /

 1
m

枠
入

り
遠

景
　

□
　

　
1
m

枠
　

□
　

　
近

景
　

□
　

　
横

か
ら

　
□

　
写

真
 ※

撮
影

し
た

ら
チ

ェ
ッ

ク
 /

 1
m

枠
入

り
遠

景
　

□
　

　
1
m

枠
　

□
　

　
近

景
　

□
　

　
横

か
ら

　
□

観
察

時
間

　
　

　
：　

　
　

　
　

　
/　

　
　

　
水

深
　

（　
　

　
　

　
）ｍ

　

大
型

海
藻

の
被

度
（　

　
　

）％
、

小
型

海
藻

の
被

度
（　

　
　

）％
、

そ
の

他
（　

　
）％

　
：　

合
計

は
10

0%
と

な
る

。

ワ
カ

メ
（　

　
　

　
）％

、
ア

ラ
メ

類
（　

　
　

　
）％

、
ホ

ン
ダ

ワ
ラ

類
（　

　
　

　
）％

：左
側

の
合

計
は

大
型

海
藻

の
被

度
と

な
る

。
　

/　
小

型
海

藻
：（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）％

ガ
ン

ガ
ゼ

（　
　

　
　

，
　

　
　

　
，

　
　

　
　

）個
体

/㎡
　

　
　

，
　

　
　

ム
ラ

サ
キ

ウ
ニ

（　
　

　
　

，
　

　
　

　
，

　
　

　
　

）個
体

/㎡

ガ
ン

ガ
ゼ

（　
　

　
　

，
　

　
　

　
，

　
　

　
　

）個
体

/㎡
　

　
　

，
　

　
　

ム
ラ

サ
キ

ウ
ニ

（　
　

　
　

，
　

　
　

　
，

　
　

　
　

）個
体

/㎡

・
優

占
種

の
小

型
海

藻
は

、
種

名
が

わ
か

れ
ば

種
名

と
そ

の
被

度
を

記
入

。
わ

か
ら

な
け

れ
ば

特
徴

と
被

度
を

記
入

。
例

：
き

れ
い

な
ピ

ン
ク

が
1
0
%
、

緑
色

が
1
5
%
な

ど
。

・
ウ

ニ
類

は
、

多
い

所
、

少
な

い
所

、
平

均
的

な
と

こ
ろ

で
3
回

枠
取

り
観

察
し

、
3
回

記
入

す
る

。

備 　 考
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横
か

ら
撮

影
（

全
景

、
遠

く
か

ら
）

上
か

ら
撮

影
（

全
景

、
遠

く
か

ら
）

上
か

ら
撮

影
（

全
景

、
近

く
か

ら
）

上
か

ら
撮

影
（

枠
の

一
部

を
近

景
で

）

◎
撮

影
例

添
付

様
式

１
６

令
和

1
年

度

#
D

IV
/
0
!

#
D

IV
/
0
!

9
9

項
目

配
点

点
数

ウ
エ

イ
ト

項
目

の
評

価
点

(点
数

×
ウ

エ
イ

ト
)

５
点

４
点

３
点

２
点

１
点

評
価

の
視

点

成 果 目 標

前
年

度
よ

り
対

象
生

物
が

５
％

以
上

増
加

0
.4

0

前
年

度
よ

り
対

象
生

物
が

３
％

以
上

５
％

未
満

増
加

前
年

度
よ

り
対

象
生

物
が

１
％

以
上

３
％

未
満

増
加

前
年

度
よ

り
対

象
生

物
が

０
％

以
上

１
％

未
満

増
加

前
年

度
よ

り
対

象
生

物
が

減
少

し
た

協
定

面
積

（
h
a
）
：

本
年

度
の

活
動

面
積

（
h
a
）
：

本
年

度
活

動
し

た
人

数
（
延

べ
）
A
：

A
の

う
ち

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

（
＊

１
）
の

人
数

（
延

べ
）
：

A
の

う
ち

構
成

員
の

人
数

（
延

べ
）
：

＊
１

；
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

定
義

：
構

成
員

で
は

な
い

が
、

活
動

に
参

加
し

た
人

達
成

度
（

成
果

実
績

/
目

標
値

（
5

％
）

×
1
0
0

）
（

％
）

活
動

項
目

：
（
添

付
様

式
1
6
別

紙
の

活
動

項
目

①
～

⑨
か

ら
選

択
）

成
果

指
標

：
対

象
水

域
に

お
け

る
生

物
量

の
増

加
目

標
値

：
対

象
生

物
量

の
５

％
以

上
増

加

対
象

生
物

：
大

型
海

藻
を

主
体

と
し

た
藻

場
（
各

活
動

項
目

で
設

定
）

前
年

度
の

対
象

生
物

量
等

：
h
a

本
年

度
実

績
の

対
象

生
物

量
等

：
h
a

平
成

2
8
年

度
の

対
象

生
物

量
：
h
a

平
成

2
8
年

度
か

ら
の

生
物

増
加

量
（
％

）
：

成
果

実
績

（
本

年
度

実
績

の
対

象
生

物
量

等
/

前
年

度
の

対
象

生
物

量
等

×
1
0
0

）
（

％
）

部
分

に
数

字
を

記
載

し
て

下
さ

い
。

自
己

評
価

表

（
環

境
・
生

態
系

保
全

）

道
府

県
名

：
 

市
町

村
名

：

活
動

組
織

名
：

2
.4

2

藻
場

面
積

10
10

2
.3

0

2
.2

0
1
0
%

5
%

1
0
4
%

5
2

Ａ
地

区
Ｂ

地
区

Ｃ
地

区

藻
場

面
積

＝
磯

面
積

（
h

a
）

×
平

均
被

度
（

％
）

計
算

例
：

基
質

（
磯

場
等

）
の

面
積

5
h

a
 ×

平
均

被
度

3
0

％
＝

実
勢

面
積

1
.5

h
a

計
算

例
：

1
0

h
a
の

協
定

面
積

で
あ

れ
ば

1
0

h
a
×

2
4

.2
%

(前
頁

の
被

度
)＝

2
.4

2
h

a
の

藻
場

面
積

2
4
.2
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6
.環

境
学

習

子
供

達
と

一
緒

に

駆
除
器
具

⽔
中
カメ
ラ

画
像
伝
送
ケ
ー
ブ
ル

空
気
ボ
ンベ

延
⻑
ロッ
ド

モ
ニタ
ー ①

潜
水

方
式

②
船

上
方

式

利
用
に
あ
た
っ
て
の
コ
ツ


駆
除
す
る
と
き
は
ウ
ニ
を
強
く
突
く
イ
メ
ー
ジ
で

行
う
。


ウ
ニ
の
下
面
が
砂
だ
と
先
端
部
が
刺
さ
っ
て
し

ま
っ
て
ウ
ニ
が
破
裂
し
な
い
。


穴
に
潜
む
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
は
、
ほ
じ
く
り
出
さ
ず

に
突
く
。

ウ
ニ

バ
ス

タ
ー

特
⻑


ハ
ン
マ
ー
等
で
叩
く
作
業
の
労
⼒
を
軽
減
で
き
る
。


空
気
の
圧
⼒
を
利
⽤
し
て
ウ
ニ
類
の
駆
除
が
で
き
る
。


ウ
ニ
類
の
内
容
物
が
流
失
し
確
実
に
駆
除
で
き
る
。


作
業
が
苦
に
な
ら
な
い
。


誰
で
も
少
し
講
習
を
受
け
れ
ば
駆
除
が
で
き
る
。

5
.新

し
い

技
術

の
紹

介

回
復

は
逆

の
過

程
で

行
う

！
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ひ
と

う
み

．
jp

↓

サ
ポ

ー
ト

情
報

↓

参
考

情
報

2
0
2
0
.3

.2
3

紙
芝

居
（

藻
場

）
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み
ん
な
一

緒
に

海
を
ま
も
り
ま
し
ょ
う
！

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム

出
前

授
業

投
入

母
藻

つ
け

お
絵

か
き

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム

ひ
と

う
み

．
jp

↓

サ
ポ

ー
ト

情
報

↓

参
考

情
報

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム

2
0
2
0
.3

.2
3
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ご
清

聴
有

り
難

う
御

座
い

ま
し

た
。
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１）崎生態系保全活動グループ（福井県 坂井市） 
 
【H28 年度からの活動における課題】 

・教育と啓発の機会の提供として「磯観察会」を実施していく。 

 

・藻場環境の保全と維持に努める。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：藻場の維持管理。漁村文化の伝承。 

平成 29 年度：藻場の維持管理。漁村文化の伝承。 

平成 30 年度：藻場の維持管理。漁村文化の伝承。 

平成 31 年度：藻場の維持管理。教育と啓発の機会の提供。 

令和元年度 ：藻場の維持管理。教育と啓発の機会の提供。 

令和 2 年度 ：藻場の維持管理。教育と啓発の機会の提供。 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場の保全 有害生物の除去 毎年９回ほど実施 参加者写真、海中活

動写真の撮影忘れ

防止 

藻場の保全 海岸清掃 毎年５回実施 構成員の高齢化に

よる体力低下等と

作業安全確保 

藻場の保全 海底耕運、岩起こし 毎年７回実施 構成員の高齢化に

よる体力の限界、作

業安全確保 

藻場の保全 流域の植林と下草刈り 毎年３回実施 熱中症が発生した

ので対策を行う 

その他 モニタリング、教育と啓発

の機会の提供（磯観察会）

毎年モニタリング複

数回実施、磯観察会

毎年１回実施 

６月以降にモニタ

リングすると藻が

枯れ量が減ってし

まう。 

 

②参加活動組織活動実績資料 
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【活動状況の写真】 

   

説明：総会計画の作成と総括 説明：海岸清掃集合写真 説明：海岸清掃作業 

   

説明： 下草刈り作業 説明：下草刈り集合写真 説明：有害生物除去集合写真

   

説明：有害生物除去作業 説明：有害生物除去作業 説明： 有害生物 

   

説明：モニタリング 説明：講習会参加 説明：磯観察会 
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 【H25 年度からの活動における課題】 

・藻場環境の改善 

 

・磯根生物の回復 

 

【活動の目標】 

平成 25 年度： 藻場環境の改善 

平成 26 年度： 〃          漁村文化の伝承を追加 

平成 27 年度：  〃            〃 

 

 

【第Ⅰ期平成 25～27 年度の活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

 

藻場保全 

 

岩盤清掃 

海中清掃 

 

ゴミは増えていない

 

継続 

 

  〃 

 

岩盤清掃 

岩起こし作業 

 

藻場が維持されてい

る 

 

継続 

 

  〃 

 

 

流域における植林 

森づくり下草刈り作業 

 

良好 

 

継続 

 

  〃 

 

食害生物の駆除 

ヒトデ採り作業 

 

食害生物は減少して

いない。 

 

継続 

 

漂流・漂着

物 

 

海岸清掃 

 

ゴミは増えていない

が、減少もせず。 

 

継続 

 

食文化伝承 

機会の提供 

 

ワカメ採り体験 

ワカメ干し体験 

 

 

好評 

特に無し 
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２）甲賀地区景観環境保全会（三重県 志摩市） 
 
【H28 年度からの活動における課題】 

 先行する志摩市波切地区・船越地区をお手本に、平成 30 年度より活動を始めたもの

の、当初はアマをはじめとする漁民の海洋環境の保全意識は低かった。例えば、分解可

能な自然由来の物ではない石油化学製品（プラスチックなど）を普段平気で浜裾に捨て

るような輩が、ルーティーンで浜掃除にあくまでも年中行事で参加するといった例も散

見されている。意識一つからの改善を目指し、職場たる海洋環境の保全と多様な生態系

の持続に、当組織は務める。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度： 

平成 29 年度： 

平成 30 年度：活動開始初年：組織の成員の環境保全意識の向上と実践 

令和元年度：活動２年目：前年の流れでの環境保全活動の円滑な実践 

令和２年度：活動最終年：培った海洋環境の保全意識の総括とさらなる持続 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

 

 

平成 30 年度 

令和元年度 

 

【漂流漂着物、 

堆積物の処理】 

＜モニタリング＞ 

東京海洋大学・山川紘先

生と藤本准教授の指導の

元、ヒジキ・フノリなど潮

間帯の植生を分析する。

平成 30 年度 

 ：全１回（春） 

令和元年度 

：全２回（春・秋） 

通年かつ年度を跨

いでのモニタリン

グ成果の比較を目

指す。 

＜海浜清掃＞ 

二年連続の大型台風の襲

来による膨大なゴミ処理

を、女性と地域住民も動

員し無事完遂した。 

平成 30 年度：全４回

 9/8,18,19,10/28 

令和元年度：全４回

5/17,7/13,9/17,10/10

イセエビ漁の繁忙

期となる１０月に

は、男手の動員が困

難となる。 

 

 

 

 

平成 30 年度 

令和元年度 

 

【藻場の保全】 

＜モニタリング＞ 

対象区域のうち半分をコ

ドラード法、もう半分を景

観被度により調査した。 

 

平成 30 年度 

令和元年度 

 

＜海藻の種苗投入＞ 

成熟したアラメ子葉より

採取した郵送しを顕微鏡

で確認し、資材に着底を

試み、それを改訂に設置

した。 

＜母藻の設置＞ 

スポアバッグ法による種

付けを成員により行っ

た。 

＜食害生物除去＞ 

対象区域の黒ウニ（ムラ

サキウニ）を除去した。

 

平成 30 年度 

11/27（母藻） 

12/14-15（種苗） 

6/1,7/23,30（除去）

 

令和元年度 

11/15-16（母藻） 

12/14-15（種苗） 

6/1,7/23,30（除去）
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【活動状況の写真】 

   

説明： 県研究所員レクチャー 説明：成熟アラメ子葉の解説 説明：アラメ母藻採取１ 

   

説明： アラメ母藻採取２ 説明：スポアバッグ作成 説明： 海中のスポアバッグ 

   

説明：東京海洋大学のご指導 説明：海洋大山川博士の説明 説明： アラメ遊走子の確認１

 

  

説明：アラメ遊走子の確認２ 説明：ウニ除去をする海女 説明： ウニ除去作業メンバー
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３）博多湾環境保全伊崎作業部会（福岡県福岡市） 
 
【H28 年度からの活動における課題】 

 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：博多湾の環境改善保守、水揚向上 

平成 29 年度：      〃 

平成 30 年度：      〃 

令和元年度：       〃 

令和 2 年度：       〃 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

干潟等の保全 死殻の除去 17.4ｈａ  2 回 

 

除去量 1,312 ㎏ 

 

 

 機能発揮の為の生物移植 アサリ移植量 

 5,000ｋｇ 

 

 耕うん １７．４ｈａ 

25 回 

ゴミ回収量12,055㎏

 

海洋汚染等の

原因となる漂

流、漂着物、堆

積物処理 

漁業者が行う砂浜、海底、

沖等の廃棄物等の処理 

133.55ｈ 26 回 

 

回収量 20,130 ㎏ 
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【活動状況の写真】 

   

説明：干潟の保全（海底耕耘

道具整備）  

説明：海底耕耘中 説明：地行浜耕うん 

   

説明：機能発揮の為の私物移

植（アサリ）使用じょれん  

説明：室見川でアサリ採取） 説明： 鵜来島周辺へ移植 

   

説明：干潟の保全（死殻の除

去作業中） 

説明：死殻の除去作業中 説明： 死殻の除去作業中 

   

説明：漂流、漂着物、堆積物

処理海底清掃作業中 

説明：海底清掃ごみ荷揚げ中 説明： 海底ゴミ回収 
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【H25 年度からの活動における課題】 

 

 

【活動の目標】 

平成 25 年度：博多湾の環境改善保守、水揚向上 

平成 26 年度：     〃 

平成 27 年度：     〃 

 

 

【第Ⅰ期平成 25～27 年度の活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

干潟等の保全 死殻の除去 25ｈａ 

除去量 3.858ｋｇ 

 

 

 浮遊・堆積物の除去 25ｈａ 

除去量 2.992ｋｇ 

 

 耕うん 25ｈａ 1 回  

海洋汚染等の

原因となる漂

流、漂着物、堆

積物処理 

漂流・漂着物の処理 237ｈａ 

回収量 1.850ｋｇ 
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【活動状況の写真】 

   

説明： 海底清掃作業中 説明：海底清掃作業中 説明：海底ゴミ回収 

   

説明： 干潟の保全（死殻の除

去） 

説明：死殻の荷揚げ 説明： 死殻回収 

   

説明：浮遊・堆積物回収作業中 説明：浮遊・堆積物回収中 説明： 浮遊・堆積物荷揚げ 

   

説明：干潟の保全（死殻の除

去作業中） 

説明：死殻除去作業中 説明： 死殻荷揚げ 
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４）糸島磯根漁場保全協議会（福岡県 糸島市） 
 
【H28 年度からの活動における課題】 

・食害生物の除去による藻場の維持・回復 

・種苗投入・母藻設置 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：食害生物の除去(ウニ類)、藻場の維持・回復、モニタリング。 

平成 29 年度：食害生物の除去(ウニ類)、藻場の維持・回復、モニタリング。 

平成 30 年度：食害生物の除去(ウニ類)、藻場の維持・回復、モニタリング。 

令和元年度：食害生物の除去(ウニ類)、藻場の維持・回復、モニタリング。 

令和２年度：食害生物の除去(ウニ類)、藻場の維持・回復、モニタリング。 

 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場の保全 食害生物の除去 R 元年度は約 8.5 万

個駆除した。 

ウニ密度がまだ高

い場所が多い。植食

性魚類の食害の影

響もある。 

藻場の保全 母藻設置 

海藻の種苗投入 

生育中。 食害生物の被害が

大きいため、駆除数

も増やすことが必

要である。 

藻場の保全 理解・増進を図る取組 

(食害被害についてパネル

説明や実際に海を再現した

水槽で藻場体験) 

食害被害について、

大人から子供まで広

く周知できた。 

今後も継続し、食害

被害や藻場の大切

さを伝えることが

必要である。 

国境・水域

の監視 

水域の環境異変の監視 環境異変等の通報な

し。 
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【活動状況の写真】 

   

説明：母藻設置 説明：母藻設置 説明：母藻設置 

   

説明：海藻の種苗投入 説明：食害駆除 説明：食害駆除 

   

説明：食害駆除 説明：食害駆除 説明：教育啓発 

 

 

 

 

 

 

 

  

説明：教育啓発 説明：教育啓発 説明：教育啓発 
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５）玄界灘を美しくする会（佐賀県 唐津市） 
 
【H28 年度からの活動における課題】 

 １０年ほど前から海藻が減少傾向にあり、９月が産卵時期のウニにおいては８月の時

点でも身が入っていない。多少海藻のあるポイントでも身の入りが悪くなっている。 

 そのウニの餌として、現在残っているホンダワラ・クロメ・アラメ（カジメ）の保全

が重要となっている。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度： 

平成 29 年度：海藻や海底生物の増を目的とし、継続した活動を続けるとともに、さらに

平成 30 年度：効果的な改善策を検討する。 

令和元年度：  

令和２年度：   

 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場の保全 

・海藻の種苗投入 

・岩盤清掃 

・モニタリング 

計画に基づき適正に

活動を行ったが、目

標値を下回った。 

種苗投入しても着床

せず、藻場も磯焼け

が進んでおり、活動

内容の見直しが必

要。 

干潟の保全 
・耕うん 

・モニタリング 

計画に基づき適正に

活動を行ったが、目

標値を下回った。 

効果が出る年もある

ため、引き続きモニ

タリングしながら活

動を続ける。 

海洋汚染等の

原因となる漂

流、漂着物、堆

積物処理 

・漁業者が行う砂浜、海底、

沖等の廃棄物等処理 

・モニタリング 

計画に基づき適正に

活動を行ったが、目

標値を下回った。 

年々海の環境も変わ

ってきており、引き

続き活動を続けなが

ら原因追及を行う必

要がある。 
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【活動状況の写真】 

説明： 平成 28 年度 岩盤清掃 説明：平成 28 年度 耕うん 

説明： 平成 28 年度 ゴミ拾い 説明：平成 29 年度 岩盤清掃 

説明：平成 29 年度 耕うん 説明：平成 29 年度 ゴミ拾い 

  

説明：平成 30 年度 岩盤清掃 説明：平成 30 年度 耕うん 

説明：平成 30 年度 ゴミ拾い 説明：令和元年度 耕うん 
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【H25 年度からの活動における課題】 

 海藻が年々減少傾向にあり、それを餌としているウニの身の入りが悪くなっている。

 藻場の保全を重点的に、環境保全が重要となっている。 

 

【活動の目標】 

平成 25 年度： 

平成 26 年度：海藻や海底生物の増を目的とし、継続した活動を続けるとともに、さらに

平成 27 年度：効果的な改善策を検討する。 

 

【第Ⅰ期平成 25～27 年度の活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場の保全 
・岩盤清掃 

・モニタリング 

水中にて海底岩盤の

石灰層を除去するこ

とで、母藻の着床を

促した。 

藻場の回復により成

果を出すために、時期

や手法を見直す必要

がある。 

海洋汚染等の

原因となる漂

流、漂着物、

堆積物処理 

・漁業者が行う砂浜、海底、

沖等の廃棄物等処理 

・モニタリング 

船でしか行けない海

岸線の漂流漂着物処

理を行い、ゴミの滞

積を防いだ。 

海環境の変化や天候、

また災害等によって

ゴミ量が変わるため、

適切な活動時期の見

極めが重要である。 

Ｈ２７～ 

干潟の保全 

・耕うん 

・モニタリング 

海岸線の浅瀬を引き

潮時に鍬で耕すこと

で、底質改善と生物

増加を目指した。 

人力での耕耘活動の

ため、より効率的に広

範囲を行えるように

工夫が必要である。 

 
【活動状況の写真】 

  

説明：平成 27 年度 岩盤清掃 説明： 平成 27 年度 耕うん 

  

説明：平成 27 年度 ゴミ拾い 説明： 
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６）舘浦藻場再生協議会（長崎県 平戸市） 
 
【H28 年度からの活動における課題】 

平成 25 年から平成 27 年までの 3ヵ年ではフノリの成果が上がってきた。また、ガンガ

ゼ駆除やソフトコーラル駆除による個体数の減少等もあり生月大橋以南ではホンダワ

ラ（ヨレモク）類の繁茂成果が見られるが、反面、生月大橋以北では依然として礒焼け

状況が続いている状況である。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度： 

平成 29 年度： 

平成 30 年度：多面的事業を介して礒焼けの阻止と藻場の再生を実現していきたい。 

令和元年度： 

令和２年度： 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藻場保全 

岩盤清掃  従来のマフノリ着装のた

めの岩盤洗いに別途ソフ

トコーラル駆除としての

作業が追加され共に成果

が見えてきた。 

28 年頃よりソフトコーラルが群生

し、急速に繁茂してきているので駆

除には多くの人と時間が必要。 

母藻（フノ

リ）採取 

獅子より母藻を買い付け

安定的に散布している。

母藻の供給元が他所（獅子）になって

おり安定的な供給が可能なのか。

海水胞子散布は区域を明確にして散

布箇所と否箇所の相違を検証すべき。

ガンガゼ駆除は効果は大きいが今後

の作業員確保が継続できるか。 

食害魚駆除も南方系の魚が年々増え

ており複数の作業員が必要。 

種苗投入はクロメで進めているがア

ラメやヒジキ等複数種による混成藻

場が有効ともされているので検証が

必須。 

母藻の移設はホンダワラ類を活用して

いるが、なかなか移設先に根付かない。

モニタリングのプロのダイバーは本

業との兼ね合いで多面的事業とマッ

チングできない場合もあり、特に以浅

については構成員の中からダイバー

の養成も検討すべきかと思われる。  

海水胞子散

布 

禁漁区域を設定すること

で散布効果を高めてい

る。 

ガンガゼ駆

除 

毎年 5 回ほど実施し毎回

300kℊ 程度駆除できてい

る。 

食害魚駆除 刺網を使って取ることで

以前より数量は増してき

た。 

種苗（クロ

メ）投入 

暫定的には蘇生するが食

害により生育が進まな

い。 

母藻の移設 主にホンダワラ類ヨレモ

ク等を磯焼け海域に移し

ているが効果が薄い。 

 

藻場保全 

モニタリン

グ 

主に海中の状況をプロの

ダイバーに要請している。

 

海難救助訓

練 

毎年人工呼吸や AED の取

扱いや安全講習会の実施。

参加者が高齢化の中で実施。 

 

73



【活動状況の写真】 

   

説明：岩盤清掃（マフノリの

胞子散布前の岩場洗い。）  

説明：母藻採取（マフノリの

胞子散布のため母藻採取後

に一旦乾燥させている。） 

説明：海水胞子散布（マフノ

リの母藻を乾燥後に海水へ

浸すと胞子が出るので、出た

胞子を岩場に撒く。） 

   

説明：母藻の移設（ホンダワ

ラ類を磯焼け海域に移す作

業。） 

説明：ガンガゼ駆除（年間 4

～5 回実施。毎回 300kℊ 程度

を駆除する。） 

説明：岩盤清掃（ソフトコー

ラル駆除で毎年4～5回実施。

毎回500kℊ程度を駆除する。）

   

説明：種苗投入（ワカメの種

糸をロープに巻き付け、その

後海中に敷設。） 

説明：食害魚の駆除（刺し網

を使ってアイゴやブダイ等

の食害魚を保悪する。） 

説明：モニタリング（禁漁区

内のマフノリの状況）  

  

説明：モニタリング（藻場礁

内のクロメの生育状況） 

説明：救命救急訓練（人工呼

吸方やAEDの取扱いについて

講習） 
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【H25 年度からの活動における課題】 

地先権内における海藻消失が年々進み礒焼け現象と呼ばれる海域が広く見られる状況

になった。 

平成 22 年より地区の有志により藻場の回復作業がスタートされたが具体的な改善対策

を講じられなかった。 

多面的事業のスタートにより具体的な活動を介して藻場回復につなげられるかが課題

である。 

 

【活動の目標】 

平成 25 年度： 

平成 26 年度：多面的事業を介して礒焼けの阻止と藻場の再生を実現していきたい。 

平成 27 年度： 

 

【第Ⅰ期平成 25～27 年度の活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藻場保全 

7 月 1 日岩盤清掃 

10 月 14 日モニタリング 

実施地点でのフノリ

の植生は確認できな

かった。 

フクロフノリが大半

なので今後は単価の

高いマフノリを増や

していきたい。 

6 月 16 日岩盤清掃      

6 月 27 日母藻（フノリ）採取

6月 28 日海水胞子散布  

 

8 月 18 日ガンガゼ駆除  

8 月 19 日ガンガゼ駆除  

1 月 9 日 種苗（クロメ）投入

2月 20 日モニタリング  

3 月 3 日 モニタリング  

 

 

 

神 の 川 → 植 生 。

日草鼻→成果なし。 

320 ㎏駆除 

287 ㎏駆除 

藻場礁内のみ繁茂。 

フノリは実施地点よ

り沖側に植生が確認

された。次年度は植

生地点を参考とすべ

き。成果にバラつき

が見られるのでサポ

ート専門家等の助言

を活用も検討。   

ガンガゼ駆除は実施

個所での個体数の減

少が見られるが、そ

れ以外の箇所での駆

除活動が課題。   

クロメ藻場礁内のみ

繁殖しているので周

辺での繁茂が課題。

6月 17 日岩盤清掃  

7 月 15 日母藻（フノリ）採取

7月 16 日海水胞子散布  

 

 

 

 

8 月 19 日ガンガゼ駆除 

10 月 16 日ガンガゼ駆除   

2 月 20 日モニタリング  

6 月 16 日モニタリング  

 

 

 

神の川→フクロから

マフノリへ。フノリの

濃生（階級 5）レベル

箇所も所見。日草鼻→

昨年より拡大。 

生息数は減少傾向。 

 

 

 

マフノリの増殖域の

拡大。 

 

 

 

ガンガゼの個体数は

減少。引き続き駆除

域の拡大を目標。 
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７）郷ノ浦地区活動組織（長崎県 壱岐市） 
 
【H28 年度からの活動における課題】 

 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度： 

平成 29 年度：環境異変の早期発見 

平成 30 年度：環境異変・不審船等の早期発見 

令和元年度：環境異変・不審船等の早期発見 

令和２年度：環境異変・不審船等の早期発見 

 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

種 苗 放 流

（平成３０

年度より） 

カサゴ稚魚放流 

６月頃 稚魚 20,000 尾 

６箇所に分けて放流 

９月にモニタリング

６箇所合計 

６尾採捕 

 

国境水域の

監視 

水域の監視を１日で２隻に

分かれて、郷ノ浦地先を二

分し、上側・下側を決めら

れたコースで行う。 

平成３０年度は使用

船３５隻延べ人数７

０名で実施、令和元

年度は５８隻延べ人

数１１６人で実施 

 

海の監視ネ

ットワーク 

一本釣り・イカ釣り漁船の

６７隻 

実施回数２，３９８

回 

 

理解・増進

を図る取組 

三島小学校の児童を対象に

海中環境等について説明 

アンケートの結果と

して理解できたよう

であった。 

漁業者の参加を増や

し、子供達へのふれ

あいの場となるよう

検討 
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【活動状況の写真】 

   

 

 

説明： カサゴ稚魚放流 説明：カサゴ稚魚放流 説明：カサゴ稚魚放流 

  

 

 

 

説明： モニタリング 説明：モニタリング 説明： モニタリング 

   

説明：モニタリング 説明：モニタリング 説明： モニタリング 

   

説明：水域監視 説明：水域監視（漂流物） 説明： 水域監視（現状把握）
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８）勝本地区活動組織（長崎県 壱岐市） 
 
【H28 年度からの活動における課題】 

 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度： 

平成 29 年度：環境異変の早期発見 

平成 30 年度：環境異変・不審船等の早期発見 

令和元年度：環境異変・不審船等の早期発見 

令和 2 年度：環境異変・不審船等の早期発見 

 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

種苗放流 

（平成30年

度より） 

カサゴ稚魚放流 

６月 稚魚 20,000 尾 

２か所に分けて放流 

10月にモニタリング

２か所合計 

５尾採捕 

 

国境水域 

の監視 

水域の監視を１日２か所で

決められたコースで行う 

平成30年度から磯焼けの状

況を確認 

令和元年度は磯焼け

状況の 

報告件数 40 件 

 

海の監視 

ネットワー

ク 

令和元年度は 

一本釣り・イカ釣り漁船の 

181 隻で実施 

実施回数 7,151 回 

報告件数 221 件 

報告書に記載してい

ないことがある 

海難救助訓

練 

救急救命講習・海水汲み上

げポンプ点検・使用方法の

確認・浸水船救助訓練 

事故が１件あり出動

件数は 1件となった

 

 

理解・増進

を図る取組 

勝本小学校の６年生児童を

対象に、勝本地区近海の磯

焼け状況についての説明 

アンケート結果 

近海の状況に関心を

持った結果が 

100％となった 

保護者への案内が

中々難しい 
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【活動状況の写真】 

 
説明： カサゴ稚魚放流 説明：カサゴ稚魚放流 説明：水域監視 

 
説明： 水域監視磯焼け状況 説明：救命救急講習 説明：ポンプ使用方法 

 
説明：浸水船救助訓練 説明：浸水船救助訓練 説明：児童への説明 

 
説明：モニタリング  説明：モニタリング採捕 説明： 講習会出席 
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９）壱岐東部地区活動組織（長崎県 壱岐市） 
 
【H28 年度からの活動における課題】 

 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度： 

平成 29 年度： 

平成 30 年度：対象水域における生物量の増加・不審船又は環境異変の通報件数の増加 

令和元年度：対象水域における生物量の増加・不審船又は環境異変の通報件数の増加 

令和２年度：対象水域における生物量の増加・不審船又は環境異変の通報件数の増加 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場の保全 ・食害生物の除去（ｳﾆ類） 
・ウニの密度管理 
・モニタリング 

H30 年度 ウニ駆除 
kg 数：5,502kg 
R1 年度 ウニ駆除 
Kg 数：5,496kg 

協定面積内で年ごと
に範囲を決めて活動
し、藻場の保全を行
う。 

カサゴ放流 ・生態系の維持、環境保全
又は国民が自由に使用する
ことができる藻場・魚介類
の放流 
・モニタリング 

H30 年度 
カサゴ 70,000 尾 
R1 年度 
カサゴ 74,000 尾 
 

 

海の監視ネ
ットワーク 
強化 

・監視ネットワーク強化の
ための海上監視・情報収集 

H30 年度 
活動隻数：1,560 隻 
情報収集：54 回 
R1 年度 
活動隻数：3,343 隻 
情報収集：407 回 

他の活動組織の事例
等を参考にし早めの
取組みを行う。 

 

【活動状況の写真】 

 

 

説明： カサゴ放流 説明：カサゴ放流 説明： 

  
説明： ウニ駆除 説明：ウニ駆除 説明：ウニ駆除  
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光
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光
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珪
藻
類
等
の
付
着
で
遮
光
効
果
が
向
上
し
ま
す
。


設
置
・
回
収
時
は
、
潜
⽔
作
業
を
伴
う
の
で
、
事
故
が
無
い
よ
う
⼗
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。


遮
光
ネ
ッ
ト
の
規
模
は
、
移
植
サ
ン
ゴ
の
数
量
に
合
わ
せ
て
適
宜
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。


移
植
サ
ン
ゴ
は
、
定
期
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
健
全
な
状
態
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
に
、

適
宜
光
量
の
調
整
（
サ
ン
ゴ
と
ネ
ッ
ト
の
⾼
さ
、
ネ
ッ
ト
の
掃
除
等
）
を
し
て
く
だ
さ
い
。


遮
光
に
よ
る
海
⽔
温
を
下
げ
る
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。

移
植
サ
ン
ゴ
が
少
な
い
場
合
は
、

⼩
型
の
遮
光
ネ
ッ
ト
で
も
遮
光
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
強
い
流
れ
に

は
弱
く
破
損
し
ま
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

⼩
規
模
な
右
の
実
験
は
、
2段

の
棚
状
の
架
台
の
上
段
を
遮
光
対
策

な
し
、
下
段
を
遮
光
対
策
有
り
と
想
定
し
た
も
の
で
す
。
対
象
の
サ

ン
ゴ
⽚
（
2.
5㎝

程
度
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
5群

体
を
移
植
し
て
約
２

年
間
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
⾏
っ
た
と
こ
ろ
、
遮
光
し
た
⽅
（
下
段
）
が
、

サ
ン
ゴ
の
⽣
残
率
、
活
性
度
合
が
⾼
く
な
る
傾
向
が
窺
え
ま
し
た
。

な
お
、
上
段
の
移
植
サ
ン
ゴ
⽚
へ
の
⾷
害
の
影
響
も
否
定
で
き
ま
せ

ん
が
、
海
外
で
の
類
似
す
る
遮
光
実
験
で
も
、
遮
光
し
た
⽅
が
⽣
残

率
が
⾼
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
遮
光
し
た
⽅
が
⽩
化

予
防
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

人 工 基 盤 設 置 天 然 礁 設 置

⼩
規
模
遮
光
実
験

遮
光
ネ
ッ
ト
の
遮
光
率

左
写
真
は
設
置
約
1ヵ

⽉
後
の
遮
光

ネ
ッ
ト
の
状
況
で
あ
る
。
光
量
⼦
の

減
衰
は
ネ
ッ
ト
へ
の
珪
藻
類
等
の
付

着
の
増
加
に
よ
り
増
加
し
ま
す
。

海
⽔
温
が
上
昇
す
る
期
間
（
6〜

9
⽉
）
で
あ
れ
ば
、
付
着
物
は
除
去
せ

ず
に
、
遮
光
効
果
を
⾼
め
た
⽅
が
よ

い
。

減
衰
率
（
％
）
＝
10
0-
(遮
光
ネ
ッ
ト
下
値
/海
⾯
等
値
）
*1
00

ネ
ッ
ト
な
し

1,
16
3

ネ
ッ
ト
下

79
3

海
⾯

2,
15
0

ネ
ッ
ト
下

1,
72
0

海
⾯

2,
50
0

ネ
ッ
ト
下

77
5

32 20 69

平
均
光
量
⼦
値

（
μm

ol
/m
2/
s）

減
衰
率

（
％
）

測
定
条
件

陸
上

試
験
区

設
置
時

試
験
区

撤
去
時

台
⾵
に
よ
り
破
損
し
た
状
態
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１）甲賀地区景観環境保全会（三重県 志摩市） 
 
【H28 年度からの活動における課題】 

 先行する志摩市波切地区・船越地区をお手本に、平成 30 年度より活動を始めたもの

の、当初はアマをはじめとする漁民の海洋環境の保全意識は低かった。例えば、分解可

能な自然由来の物ではない石油化学製品（プラスチックなど）を普段平気で浜裾に捨て

るような輩が、ルーティーンで浜掃除にあくまでも年中行事で参加するといった例も散

見されている。意識一つからの改善を目指し、職場たる海洋環境の保全と多様な生態系

の持続に、当組織は務める。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度： 

平成 29 年度： 

平成 30 年度：活動開始初年：組織の成員の環境保全意識の向上と実践 

令和元年度：活動２年目：前年の流れでの環境保全活動の円滑な実践 

令和２年度：活動最終年：培った海洋環境の保全意識の総括とさらなる持続 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

 

 

平成 30 年度 

令和元年度 

 

【漂流漂着物、 

堆積物の処理】 

＜モニタリング＞ 

東京海洋大学・山川紘先

生と藤本准教授の指導の

元、ヒジキ・フノリなど潮

間帯の植生を分析する。

平成 30 年度 

 ：全１回（春） 

令和元年度 

：全２回（春・秋） 

通年かつ年度を跨

いでのモニタリン

グ成果の比較を目

指す。 

＜海浜清掃＞ 

二年連続の大型台風の襲

来による膨大なゴミ処理

を、女性と地域住民も動

員し無事完遂した。 

平成 30 年度：全４回

 9/8,18,19,10/28 

令和元年度：全４回

5/17,7/13,9/17,10/10

イセエビ漁の繁忙

期となる１０月に

は、男手の動員が困

難となる。 

 

 

 

 

平成 30 年度 

令和元年度 

 

【藻場の保全】 

＜モニタリング＞ 

対象区域のうち半分をコ

ドラード法、もう半分を景

観被度により調査した。 

 

平成 30 年度 

令和元年度 

 

＜海藻の種苗投入＞ 

成熟したアラメ子葉より

採取した郵送しを顕微鏡

で確認し、資材に着底を

試み、それを改訂に設置

した。 

＜母藻の設置＞ 

スポアバッグ法による種

付けを成員により行っ

た。 

＜食害生物除去＞ 

対象区域の黒ウニ（ムラ

サキウニ）を除去した。

 

平成 30 年度 

11/27（母藻） 

12/14-15（種苗） 

6/1,7/23,30（除去）

 

令和元年度 

11/15-16（母藻） 

12/14-15（種苗） 

6/1,7/23,30（除去）

 

 

②参加活動組織活動実績資料 

89



【活動状況の写真】 

   

説明： 県研究所員レクチャー 説明：成熟アラメ子葉の解説 説明：アラメ母藻採取１ 

   

説明： アラメ母藻採取２ 説明：スポアバッグ作成 説明： 海中のスポアバッグ 

   

説明：東京海洋大学のご指導 説明：海洋大山川博士の説明 説明： アラメ遊走子の確認１

 

  

説明：アラメ遊走子の確認２ 説明：ウニ除去をする海女 説明： ウニ除去作業メンバー
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６　内水面部会

①地元の団体・組織との連携について　参考にしてほしいこと

令和２年度 水産多面的機能発揮対策講習会 内水面部会   
「地元の団体・組織との連携」（資料の一部） 

                             →                       

            １                             ２ 
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１）別府川をきれいにする会（鹿児島県 姶良市） 
 
【H28 年度からの活動における課題】 

水棲生物の生育環境を改善するために、河川清掃及び産卵床の整備を行っている。 

河川環境は改善されているが、水棲生物の増加につながったかは 

数値的な観測が困難である。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：  活動面積 9ha 

平成 29 年度：  活動面積 9h 

平成 30 年度：  活動面積 9h 

令和元年度：  活動面積 9h 

令和２年度：  活動面積 9h 

 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

環境保全に

大きな影響

を及ぼす内

水 面 の 維

持・保全・改

善 

（河川清掃）草払い・ゴミ拾

い 

 

（産卵整備）重機・レーキ・

消防ポンプを使用し河床清

掃 

（河川清掃）清掃効

果が表れゴミを捨て

られなくなった 

（産卵整備）成果を

数値化しにくい 

（産卵整備）成果の

明確化。 

整備をした周囲の 

カワウ対策 

 

②参加活動組織活動実績資料 
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【活動状況の写真】 

説明： 産卵床整備・重機・ポンプ 説明：産卵床整備・重機・ポンプ 

説明： 産卵床整備・進入路整備 説明：産卵床整備・進入路整備 

 
説明：産卵床整備・ポンプ作業 説明：産卵床整備・ポンプ作業 

説明：産卵床整備・産卵床清掃効果 説明：産卵床整備・産卵床清掃効果 
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２）万之瀬川振興会（鹿児島県 南九州市） 
 
【H28 年度からの活動における課題】 

・河川清掃の継続，維持，管理 

・長い魚道の管理，維持 

・水生動植物保護，増殖 

・一般の人々への普及，啓蒙活動 

・河床の環境改善 

・コロナウイルスのことを考慮しながら普及活動を行うこと 

・河川中流域における生態系の把握 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：予算内での活動で安全な川づくりを目標としている 

平成 29 年度：            〃 

平成 30 年度：            〃 

令和元年度：             〃 

令和２年度：                         〃 

 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

⑥：内水面

の生態系の

維持・保全・

改善 

・河川や湖沼のオオカナダ

モ等の駆除や清掃等の活動 

・モニタリング 

・見苦しくならない

程度で管理ができて

いる。 

・増水，洪水時の河

川の清掃普及に時

間がかかる。 

・増水時に漁具が流

出する。 

・河川のモニタリン

グ調査に漁師の参

加者が少ないため，

活動内容を理解し

てもらうことに苦

慮する。また，参加

者が限定される。 

⑧：⑥の活

動の効果促

進に資する

活動 

・都道府県知事が地域の特

性を配慮して認定する環

境・生態系保全を行うため

に必要と認める活動 

・モニタリング 

・一般の方々の理解

を得ることができて

いる。 

・天候，水量，時期

によって一定した

数値が出ない。 

・漁具設置場所の選

定が難しい。 
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【活動状況の写真】 

   

説明： 石倉設置をするクレーン車 説明：石倉設置 説明：石倉設置 

   

説明：石倉設置場所  説明：石倉設置場所 説明：石倉モニタリング 

   

説明：石倉モニタリング 説明：石倉モニタリング 説明： 活動河川状況 

   

説明：モニタリング 説明：モニタリング 説明：モニタリングで使用し

た重機  
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【H25 年度からの活動における課題】 

・教育，学習で予算の変動が激しいため活動の実施が難しい 

 

【活動の目標】 

平成 25 年度：予算内での活動で安全な川づくりを目標としている 

平成 26 年度：        〃 

平成 27 年度：        〃 

 

 

【第Ⅰ期平成 25～27 年度の活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

環境保全に

大きな影響

を及ぼす内

水面の生態

系の維持・

保全・改善 

・河川の清掃活動等 

・モニタリング 

・見苦しくならない

程度で管理ができて

いる。 

・増水，洪水時の河

川の清掃普及に時

間がかかる。 

・増水時の漁具の流

出する 

・河川のモニタリン

グ調査に漁師の参

加者が少ないため，

活動内容を理解し

てもらうことに苦

慮する。また，参加

者が限定される。 

上記の活動

の効果促進

に資する活

動（石倉・蛇

籠 等 の 設

置） 

・内水面の生態系の保全・改

善のための施設等の設置 

・設置施設管理等 

・モニタリング 

・一般の方々の理解

を得ることができて

いる。 

・天候，水量，時期

によって一定した

数値が出ない。 

・漁具設置場所の選

定が難しい。 

教育と啓発

の場の提供 

教育と啓発の場の提供 ・校区単位での活動

を推進できている。

・川に対する文化が

消滅しつつある。 

漁村の伝統

文化，食文

化等の伝承

機会の提供 

漁村の伝統文化，食文化等

の伝承機会の提供 

・河魚についての理

解を得ることができ

ている。 

・模型ではなく実物

で体験をすることが

できる。 

・学校と協力して実

施する活動は時間

的な調整がつきに

くい。 
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【活動状況の写真】 

   

説明： 河川の草刈り 説明：河川の草刈り 説明：河川の草刈り 

   

説明： 河川の草刈り 説明：産卵床整備 説明：産卵床整備  

   

説明：食文化等の伝承 説明：石倉設置 説明：モニタリング  

   

説明：モニタリング 説明：モニタリング 説明： 教育活動 
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環境生態系保全向け 

活動記録支援アプリ 
 

活動にあたっては、活動内容の記録・管理を⾏い、市町村⻑に報告及び提出する責務が

あります。しかし、活動記録の作成書類は多く、また今年度より位置情報の記録も求めら

れるようになり益々煩雑となっています。そこで、これらの問題を解決するため、記録の

作業効率化と活動位置が把握できる「環境⽣態系保全向け活動記録⽀援アプリ」を開発し、

来年度からご提供（有償）できるようにしたいと考えています。 

つきましては、アプリのモニターとして、性能・使⽤感・デザイン性など、率直なご意⾒、

ご感想、ご批判等をいただける⽅を募集いたします。なお、モニター希望者が多数の場合に

は、こちらで⼈選させていただきますのでご了承ください。 

       
 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②⾃動的にデータをクラウドに集積。

活動記

録日誌 

活動記

録簿 

写真 金銭出

納簿 

領収書

表 

備品台

帳 

様式 13-1 

実施状況報告書 

様式 13-2 

作業写真整理帳 

活動組織からの活動報告を 

受けて、漁協の職員等が 

エクセル表に⼊⼒。 

①活動メンバーのリーダー等

は、活動中に写真撮影・活動状

況・位置を⼊⼒（記録）。 

③活動記録はパソコン⽤のア

プリで確認できて、エクセル表

にして出⼒できます。 

アプリ

※今年度は活動記録簿の作成までが対象です。

７ 活動記録支援アプリモニター募集について 
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スマートフォンの基本画⾯（例） 

募集対象者は、下記の条件の機器をお持ちの環境・⽣態系保全の活動をされている活動

組織を募集します。 
 OS バージョン ブラウザ 

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ 
ﾀﾌﾞﾚｯﾄ 

Android 9 Google Chrome 

iOS 
（iPhone） 13 

Google Chrome 
Safari※ 

PC※2 Windows10 Google Chrome 

※「Safari」はオフライン時に⼊⼒しても、ブラウザを閉じられてしまうと、オンラインに復帰し

ても⾃動的に送信されません。このため、オフライン時に⼊⼒したデータが無効となります。 

ご希望の⽅は下記までご連絡ください。改めてこちらからご連絡いたします。 

e-mail︓w-ando@fidec.or.jp 

電 話︓03-3546-6858 (⼀社)⽔産⼟⽊建設技術センター、武⽥・安藤 

※対象の帳票
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令和２年度　水産多面的機能発揮対策支援事業

令
和
２
年
度
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面
的
機
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揮
対
策
　
講
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テ
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国
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づ
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推
進
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会
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